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「大曲花火米」稲刈り体験（10月４日）

黄金の稲穂と笑顔が輝く
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せ
っ
か
く
﹁
あ
き
た
こ
ま

ち
﹂
が
有
名
な
秋
田
県

に
行
く
な
ら
﹆
秋
に
稲

を
刈
っ
て
み
た
い

︱
。来
日
す

る
前
か
ら
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
。実
際
に
大
仙
市
に
来
て
美
し

い
田
ん
ぼ
を
初
め
て
見
た
時
﹆
収

穫
し
た
い
気
持
ち
が
さ
ら
に
強
く

な
っ
た
。そ
し
て
あ
る
日
﹆
訪
問
し

て
い
る
高
梨
小
学
校
の
５
年
生
が

稲
刈
り
体
験
を
す
る
こ
と
が
分
か

っ
た
の
で
﹆
す
ぐ
に
５
年
生
担
当

の
佐
々
木
先
生
と
相
談
し
﹆
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
日
の
午
後
﹆学
校
を
囲
む
畑

に
沿
っ
て
延
び
る
道
を
皆
で
歩
い

た
。空
気
が
澄
ん
で
﹆
刈
り
立
て
の

稲
の
爽
や
か
な
香
り
が
あ
た
り
に

漂
い
﹆天
高
く
晴
れ
渡
っ
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
は
道
端
に
あ
っ
た
蛇

の
死
骸
や
泥
の
塊
な
ど
に
気
を
取

ら
れ
﹆
稲
刈
り
に
あ
ま
り
興
味
が

な
さ
そ
う
だ
っ
た
。一
方
﹆
児
童
の

列
の
隣
を
歩
い
て
い
た
今
日
の
稲

刈
り
の
先
生
﹆松
本
亨
さ
ん︵
80
歳
・

上
段
中
央
写
真
・
右
端
︶
と
い
う
農
家

の
方
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
高
か
っ
た
。

５
分
ほ
ど
歩
く
と
﹆
子
ど
も
た
ち

に
向
け
て﹁
よ
し
﹆つ
い
だ
ど
。ま
ず

は
﹆や
り
方
を
教
え
て
あ
げ
る
か
ら

よ
く
見
て
﹂と
言
う
が
早
い
か
﹆
田

ん
ぼ
に
飛
び
込
ん
で
コ
ン
バ
イ
ン

に
負
け
な
い
く
ら
い
の
速
さ
で
鎌

で
稲
を
刈
り
始
め
た
。元
気
な
実

演
を
見
た
後
で
﹆稲
刈
り
が
始
ま
っ

た
。す
る
と
﹆
子
ど
も
た
ち
の
テ
ン

シ
ョ
ン
が
だ
ん
だ
ん
上
が
り
﹆知
ら

ず
知
ら
ず
に
笑
顔
に
な
っ
て
稲
刈

り
を
楽
し
み
始
め
た
。僕
も
し
ゃ
が

ん
で
松
本
さ
ん
の
よ
う
に
稲
を
斜

め
に
刈
っ
て
み
た
ら
﹆意
外
と
簡
単

に
刈
り
取
り
が
で
き
﹆達
成
感
が
味

わ
え
た
。し
か
し
﹆
30
分
刈
り
続
け

た
ら
汗
が
吹
き
出
て
﹆足
の
筋
肉
が

凝
っ
て
し
ま
っ
た
。70
年
前
か
ら
毎

年
朝
か
ら
夜
ま
で
ず
っ
と
稲
を
収

穫
し
て
い
る
松
本
さ
ん
を
さ
ら
に

尊
敬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
が
沈
み
始
め
る
ま
で
僕
は
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
働

き
﹆
先
生
方
が
終
了
を
告
げ
た
時

に
は
﹆
収
穫
し
た
稲
の
山
が
か
な

り
高
く
な
っ
て
い
た
。子
ど
も
た

ち
は
田
ん
ぼ
か
ら
名
残
惜
し
そ
う

に
出
て
﹆
雑
談
し
な
が
ら
お
菓
子

を
食
べ
た
。松
本
さ
ん
を
こ
っ
そ

り
眺
め
た
ら
﹆
あ
の
笑
顔
は
ま
だ

消
え
て
い
な
か
っ
た
。子
ど
も
た

ち
は
眩
し
い
夕
陽
に
目
を
細
め
﹆

松
本
さ
ん
と
一
緒
に
笑
っ
た
。

　

こ
う
し
て
﹆
達
人
か
ら
次
の
世

代
へ
﹆
あ
き
た
こ
ま
ち
の
栽
培
の

技
が
伝
わ
っ
て
い
く
。松
本
さ
ん

の
よ
う
な
方
の
お
か
げ
で
﹆
秋
田

の
稲
作
は
い
つ
ま
で
も
盛
ん
な
産

業
で
あ
る
だ
ろ
う
。

国際交流員マイルズ・ニールの

だいせん体験記
外国人が見た秋田と大仙

大仙市の外国語教育と国際化の向上のために現在活躍中の
CIR（国際交流員）のマイルズ・ニールさん。仕事や日常生活
で体験した「あきた」、そして「だいせん」とは―。

稲刈り体験に押しかけた日第１回

大仙市特産品開発コンクールで最優秀賞、市特産品に決定



市役所からのお知らせ１
消費に関するトラブルは消費生活相談室に
ご相談を／第８回大仙市民短歌大会

008

平成 25 年度大仙市技能功労者表彰
栄えある受賞に６氏が輝く

004

第６回大仙農業元気賞
農業の未来を担う若きリーダーたち

006

市の動き
旧池田氏庭園「巨洲館」／市認定「特産品」誕生

007

国際交流員マイルズ・ニールの
だいせん体験記
外国人が見た秋田と大仙

002

市役所からのお知らせ２
結婚応援相談会／大仙市ふるさとフェア
2013／在職者・求職者スキルアップ講座／
大人のスタイルアップ講座／放課後児童クラ
ブ指導員募集  ほか

009

健康通信
風しん予防接種／子宮頸がん検診・卵巣腫
瘍検診／大腸がん検診の追加検診／こころ
の健康講演会

022

いきいき広場
認知症予防は日々の生活から
介護保険事務所からのお知らせ

023

健康の達人
佐々木内科医院 佐々木志郎院長
経鼻鏡カメラについて

021

フォトスケッチ
野球に燃える親父たちの甲子園
第35回全県500歳野球大会

012

フォトスケッチ
秋田DC開幕！
「あきたにしました。」はじまりました。

017

【今号の表紙】
四ツ屋、花館両小学校５年生と四ツ屋、ど
れみ両保育園児のほか、関係者など約210
人が参加して行われた「大曲花火米」の稲
刈り作業。10月18日には、昔ながらの方
法で脱穀作業も行われ、子どもたちは稔り
の秋、収穫の喜びを体感しました。

2013_11月号　vol.206

大仙市の特産品「大保納豆贈答セット」は、地元
スーパーで販売される予定です。

NEW

3 DAISEN City Public Relations 2013.11

【問い合わせ】
 サン食品工業株式会社（六郷西根大保80-3）
 ☎ 0187-65-2310　

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の
感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
応募者多数の場合は抽選を行います。当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただきます。

〒014-8601  だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187-63-1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応募方法 宛 先

レプ ゼ トン
読者

応募締切 11月 30日（消印有効）

大仙市特産品開発コンクールで最優秀賞、市特産品に決定

サン食品工業（株）の「大
だ い

保
ぼ

納豆贈答セット」

大仙市特産品コンクールで最優秀賞に輝き、市の特産品に認
定されたサン食品工業株会社（柴田純子代表取締役）の「大保

納豆贈答セット」（税込2,100円）を３人の方にプレゼントします。
　同社は明治43年に創業、「大豆のチーズ」と称された「大保納豆」
を製造して百余年。平成20年には、第13回全国納豆鑑評会で農林
水産省総合食料局長賞を受賞しています。
　市の特産品に認定された「大保納豆贈答セット」は、大仙市産の
秘伝大豆を使用した大保納豆・青大豆、同じく大仙市産の茶豆を
使用した同・茶豆大豆、大館市産のりゅうほう大豆を使用した同・
粒大豆の３種類５パックと秋田糀みそが入った逸品。「糀みそを
お好みで入れてお召しあがりください。大葉の千切りやネギを入
れると風味が増しておいしく食べられます」と専務の柴田了さ
ん。初めて市の特産品として認定された逸品を皆さんもぜひお試
しください。
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　昭和33年から太田地域の仲村氏
に師事し、在来工法の技術を習得。
38年に独立し戸澤工務店を開業し
た。平成７年に有限会社化し代表取
締役に就任。24年から取締役会長
として現在に至る。
　一般住宅のほか、太田農村体験
の里交流促進センター（あか松庵）
の新築工事や仙北市の武家屋敷小
野崎家の復元工事を施工し、特に
屋根の反りの再現などに高度な技
術を発揮している。
　自社において５人の弟子を指導
し、各種資格を取得させ、うち自社
後継者においては、技能五輪全国大
会等で上位入賞させるなど後進の
育成に尽力している。
　長年にわたり、太田町建設技能組
合副組合長、同組合監査役として業
界の発展に貢献している。

建築大工

戸
と

澤
ざ わ

　裕
ゆたか

 氏
国見［太田］

（昭和17年生：71歳）
　昭和39年から家業の電気工事に
携わり、父の下で技術を習得した。
平成９年に（有）鈴木電気を設立し
代表取締役として現在に至る。
　一般住宅においては、東北地方
で他に先駆けて家庭用蓄電システ
ムの設置工事を行い、また、旧長信
田郵便局、太田ひがし幼稚園、大曲
工業高校の電気設備工事など数多
くの公共施設の工事を設計施工し
ている。
　自社において後継者を含め４人
の従業員の指導と養成に努め、一
級電気工事施工管理技士の資格を
取得させるなど、後進の育成に尽
力している。
　長年にわたり、大曲仙北電気工
事協同組合理事、同組合副理事長、
秋田県電気工事工業組合理事とし
て業界の発展に貢献している。

電気工事

鈴
す ず

木
き

 洋
よ う

一
い ち

 氏
小神成［太田］

（昭和23年生：65歳）
　昭和35年に西仙北地域の飯利氏
に師事し、左官技術を習得した。54
年に独立し、俵谷左官店を開業し
て現在に至る。
　仕上げられた壁面を最適化し強
度・剛性のある塗りを施す一体的な
仕上げ技法は業界内で高く評価さ
れ、一般住宅のほか、秋田県庁舎や
秋田県児童会館の屋上改修工事、金
足農業高校校舎の耐震補強工事な
ど数多くの公共施設の工事を施工
している。
　平成17年から、県南で唯一の秋
田県職業能力開発協会の左官技能
検定員として審査を担うなど、後
進の育成に尽力している。
　長年にわたり、大曲仙北地区左
官業組合組合長、大仙市西仙北建
設技能組合組合長として業界の発
展に貢献している。

左官

俵
たわら

谷
や

 忠
た だ

可
よ し

 氏
刈和野［西仙北］

（昭和19年生：69歳）

平成25年度大仙市技能功労者表彰
栄えある受賞に６氏が輝く

卓越した技術を持ち、長年精進された技能者の方々をたたえようと毎年行っている
技能功労者表彰。今年度は次の６人の皆さんが選ばれました。

受賞者は、関係団体から推薦された方々について９月20日の選考委員会（佐々木正美会長）
による選考を経て決定されました。
表彰式と祝賀会は11月26日（火）午後２時から大曲エンパイヤホテルで開催します。
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　昭和37年に旧角館町の（株）佐藤製
作所に入社し、管工事技術を習得し
た。53年に独立し、藤本家電サービ
スを開業して現在に至る。
　一般住宅の工事を数多く手掛け
るほか、美郷町の日東光器（株）美
郷工場駐車場の消雪工事などを施
工している。シーケンス回路の知
識を活かし、室温をセンサによっ
て感知し流量を自動調整できる弁
を取り付け、効率が良く省エネル
ギーな冷暖配管の設計施工を行っ
ており、優れた技能を有している。
　自店において従業員の技能向上の
ため技術を指導し、技術講習会等へ
の参加も積極的に奨励するなど、後
進の育成に尽力している。
　長年にわたり、大仙・美郷管工事
組合員として業界の発展に貢献し
ている。

管工事

藤
ふ じ

本
も と

 隆
りゅう

藏
ぞ う

 氏
三本扇［太田］

（昭和21年生：67歳）
　昭和31年から南外地域の畠山氏
に師事し、在来工法の技術を習得
した。62年に独立し、今野建築を
開業して現在に至る。
　一般住宅のほか、上野部落会館
の新築工事や南外字上野の久

く

斯
し

神
社、南外字金屋の熊野神社の増築
工事なども施工し、正確な墨付け
の技術による建具・造作の仕上が
りの良さは、多くの建築主に高い
評価を得ている。
　後継者育成では、若手組合員のみな
らず同業者にも技術指導を行い、自
店においては建築大工見習い工２
人を指導し、二級建築技能士の資格
を取得させるなど、後進の育成に尽
力している。
　長年にわたり、南外建設技能組
合監事として業界の発展に貢献し
ている。

建築大工

𫝆
こ ん

野
の

 富
と み

雄
お

 氏
南外［南外］

（昭和13年生：75歳）
　昭和46年に刈穂酒造㈱に入社
し、酒造技術を習得した。平成２年
に杜氏に就任し現在に至る。
　伝統の山廃仕込に精通しており、
県内では他に先駆けて大吟醸を商
品化し、刈穂大吟醸の名声を高め
た。辛口の酒造りにも手腕を発揮
し、極めてまれな日本酒度+26の酒
造りにも成功している。全国新酒鑑
評会金賞８回、東北清酒鑑評会優等
賞18回（うち、総代１回）、秋田県清酒
品評会知事賞３回を受賞するなど、
優れた技能を有している。
　若手酒類製造工10人以上を指導
し、蔵人を杜氏試験合格に導いたほ
か、各地で酒造りの講習会を行うな
ど、後進の育成に尽力している。
　長年にわたり、山内杜氏組合理
事、同組合監事として業界の発展
に貢献している。

酒類製造工

齊
さ い

藤
と う

 泰
や す

幸
ゆ き

 氏
神宮寺［神岡］

（昭和24年生：64歳）

［写真］㆒今野富雄氏（建築大工・南外）㆓齊藤泰幸氏（酒
類製造工・神岡）叅俵谷忠可氏（左官・西仙北）㆕藤本隆藏
氏（管工事・太田）⓹戸澤裕氏（建築大工・太田）⓺鈴木洋
一氏（電気工事・太田）

㆒ ㆓ 叅

㆕ ⓹ ⓺
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大学卒業後、畜産に関係する
仕事に携わったのち、「農

事組合法人中仙さくらファーム」
（田村誠市代表理事）の設立を機に地
元に戻り、入社しました。
　主に水稲部門を担当しており、
育苗センター内で同法人の自主作
付け分のほか、作業受託分も含む
水稲苗の管理を行っています。水
稲・大豆の防除作業や機械全般の
整備も行っており、重要なポジシ
ョンを担っています。
　安全安心な農業を構築するため
に、JAS有機米の講習会に参加し
たほか、同法人のJGAP団体認証の
取得に中心的な役割を果たしまし
た。また、地元農業高校生の視察時
には、法人の説明者として農業の
素晴らしさを伝え、次世代育成に
も力を入れています。

大学卒業後、全国各地で農業
や食に関係する仕事に携

わったのち、平成18年に就農し
ました。22年からは経営主とし
て、水稲や野菜の栽培のほか、農
家レストランの経営など６次産
業化にも取り組んでいます。
　農家レストランは24年１月に
オープン。就農前に通った調理
師学校などで学んだ技術を生か
し、主に年間20 ～30 種類の自家
栽培の野菜を使用し、新鮮な素
材の持ち味を素直に引き出した
料理を提供しています。
　また、JAアスパラガス部会太
田支部の副部会長を務めるほ
か、修学旅行生の農作業体験を
積極的に受け入れるなど、農業
の魅力を地域や若い世代に伝え
る活動に力を入れています。

「農業」は大仙市を支える大切な産業です。
市では、新たな農業に挑戦し、
地域のリーダーとして
将来が期待される農業経営者の方々を
「大仙農業元気賞」として表彰しています。
ここでは、今年度の受賞者に選ばれた
３人の若き農業の担い手を紹介します。

第６回大仙農業元気賞

大学卒業後、平成13年に就農
しました。16年からは秋田

県フロンティア農業者研修を２年
間受講し花き栽培について学び、
24年からは経営主として、主に花
きの栽培に精力的に取り組んでい
ます。
　花きは輪菊とトルコギキョウを
栽培。トルコギキョウは、９月から
11月の出荷に向けて、時期や気候
に合った種類を選定、育成してお
り、約20 種類もの栽培を手がけて
います。
　また、JA秋田おばこ花き部会の
トルコギキョウ専門部会や、市内
の若手花き栽培農業者でつくる若
花会（田村辰徳代表）の役員を務めて
おり、若手の花き栽培農家のリー
ダーとしての今後の活躍が期待さ
れています。

田
た

村
む ら

�清
き よ

明
あ き

�さん
（中仙・32歳）

深
ふ か

谷
や

�智
と も

浩
ひ ろ

�さん
（大曲・36歳）

小
こ

松
ま つ

�幹
み き

男
お

�さん
（太田・40歳）

農業の未来を担う
若きリーダーたち
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Municipal Government
Pick Up Info.市の動き　 A specialtyNew open

A specialty

旧
池
田
氏
庭
園
整
備
事
業

来
園
者
の
利
便
性
向
上
﹆
各
種
資
料
を
展
示

旧
池
田
氏
庭
園「
巨お

お

洲し
ま

館か
ん

」

New open

1

2

地
域
の
特
産
品
を
市
を
あ
げ
て
ピ
ー

ア
ー
ル
す
る
と
と
も
に
﹆
新
た
な

特
産
品
を
開
発
し
知
名
度
向
上
と
販
売
促

進
を
図
ろ
う
と
﹆
第
１
回
大
仙
市
特
産
品

開
発
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
﹆
市
内
に
事
業
所
が

あ
る
企
業
や
組
合
﹆
各
種
団
体
﹆
グ
ル
ー

プ
﹆個
人
か
ら
12
点
が
応
募
。９
月
24
日
に

行
わ
れ
た
審
査
会
で
は
﹆
栗
林
市
長
ほ
か

４
人
の
審
査
員
が
消
費
者
ニ
ー
ズ
﹆
デ
ザ

イ
ン
﹆技
術
﹆品
質
﹆地
域
性
﹆量
産
性
の
視

点
で
審
査
し
﹆５
商
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
作
品
は
﹆
サ
ン
食
品
工
業
株

式
会
社
の﹁
大
保
納
豆︵
贈
答
セ
ッ
ト
︶﹂︵
詳

細
は
３
ペ
ー
ジ
参
照
︶。こ
の
ほ
か
﹆
次
の
４

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。︵
写
真
参
照
︶

優
秀
賞

○
さ
く
ら
ん
ぼ
塩
漬
け・重
郎
左
衛
門
農
園

 

（
西
仙
北・☎
０
９
０（
６
８
５
１
）１
５
８
４
）

○
地
酒
よ
う
か
ん
・（
株
）協
和
振
興
開
発

公
社
道
の
駅「
協
和
」

 

（
協
和・☎
０
１
８（
８
８
１
）６
６
４
６
）

奨
励
賞

○
小
綱
焼「
た
ぐ
じ
げ
」・（
有
）斉
藤
精
肉
店

 

（
西
仙
北・☎
０
１
８
７（
75
）０
２
９
８
）

○
羽
後
和
牛
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
・（
株
）グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス
川
端
グ
ル
ー
プ

 

（
大
曲・☎
０
１
２
０（
72
）５
０
６
６
）

地
域
に
根
ざ
し
た
﹆
新
た
な
特
産
品
を
開
発

市
認
定
の「
特
産
品
」誕
生

第
１
回
大
仙
市
特
産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル

旧
池
田
氏
庭
園
案
内
所
が
完
成
し
﹆

10
月
19
日
﹆
庭
園
の
秋
季
一
般
公

開
に
合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

木
造
２
階
建
て
﹆延
べ
床
面
積
約
１
４
０

平
方
ⅿ
の
案
内
所
。外
観
は
﹆
大
正
２
年
に

池
田
家
が
建
設
し
﹆同
年
﹆旧
高
梨
村
に
寄

贈
し
た
旧
高
梨
村
役
場
庁
舎
を
当
時
と
ほ

ぼ
同
じ
場
所
に
模
し
て
建
て
た
も
の
で
﹆往

時
の
姿
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

さ
せ
る
た
た
ず
ま
い
で
す
。

愛
称
は﹁
巨お

お

洲し
ま

館か
ん

﹂。漢
詩
を
好
ん
だ
池
田
家

13
代
・
池
田
文
太
郎
が
残
し
た
漢
詩
集﹁
巨き

ょ

洲し
ゅ
う

雅が

苑え
ん

﹂
と
﹆
旧
池
田
氏
庭
園
の
所
在
地

﹁
大
嶋
﹂か
ら
取
り
﹆﹁
巨
洲
﹂を﹁
お
お
し
ま
﹂

と
読
ま
せ
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

案
内
所
に
は
﹆
池
田
家
や
庭
園
の
概
要

に
関
す
る
各
種
資
料
や
﹆
明
治
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
の
池
田
家
の
写
真
を
展
示

し
﹆文
化
的
観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力
向
上

を
図
る
ほ
か
﹆来
園
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
ト
イ
レ
や
休
憩
場
所
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
国
の
名
勝
指
定
を
受
け
た

旧
池
田
氏
庭
園
は
﹆
年
間
約
２
万
人
を
超

え
る
方
が
来
園
。市
で
は
﹆庭
園
の
学
術
・

鑑
賞
的
価
値
の
保
存
・
伝
承
を
図
る
た
め
﹆

庭
園
保
存
整
備
管
理
計
画
に
基
づ
き
﹆
平

成
45
年
度
ま
で
の
30
年
計
画
で
今
後
も
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
案
内
所
開
館
日
／

 

旧
池
田
氏
庭
園
の
一
般
公
開
時

※
現
在
は
11
月
10
日︵
日
︶ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

 

文
化
財
保
護
課︵
仙
北
庁
舎
内
︶

 

☎
０
１
８
７︵
63
︶８
９
７
２旧池田氏庭園秋季一般公開初日にオープンした

「巨洲館」。ちょうど100年前、同じ場所にあった
旧高梨村役場とほぼ同じ外観です。庭園一般公
開時は自由に利用できます。
（庭園秋季一般公開は11月10日まで）

1さくらんぼ塩漬け2地酒ようかん3小綱焼「たぐじげ」4羽後
和牛ビーフカレー

1

3 4

2



8

投稿76首のうち入賞作品を紹介
第８回大仙市民短歌大会 【問い合わせ】

 生涯学習課 ☎ 0187-63-1111 内線 339

消費に関するトラブルや悪質商法などの被害
消費生活相談室にご相談を 【問い合わせ】

 消費生活相談室 ☎ 0187-63-1136

悪
質
商
法
に
よ
る
商
品
の

購
入
や
架
空
請
求
﹆
振

り
込
め
詐
欺
﹆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
電
話
で
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
﹆
私
た
ち
の
身
の
回
り
で

は
﹆
消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
ま
す
。特
に
最

近
は
﹆
高
齢
者
を
狙
っ
た
被
害

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
室
で
は
﹆
消

費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質

商
法
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
対

処
法
﹆
悪
質
業
者
の
手
口
な
ど

最
新
情
報
の
周
知
﹆
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

最
近
特
に
多
い
ト
ラ
ブ
ル

　
特
殊
詐
欺
に
注
意

　
金
採
掘
権
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
届
き
、
そ
の
後「
金
採

掘
権
を
代
わ
り
に
購
入
し
て
く

れ
た
ら
、購
入
代
金
と
謝
礼
を
支

払
い
ま
す
」と
電
話
が
き
ま
す
。

指
示
さ
れ
た
通
り
現
金
を
送
っ

て
も
買
い
取
り
な
ど
が
行
わ
れ

た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の

ほ
か
に
、
架
空
請
求
詐
欺
や
還

付
金
詐
欺
、ニ
セ
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

必
勝
法
を
提
供
す
る
詐
欺
な
ど

が
あ
り
ま
す
。特
殊
詐
欺
の
電
話

勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
、早
め
に

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
商
品
の
送
り
つ
け
商
法

　
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
の
に

「
注
文
し
て
い
る
」な
ど
と
い
わ

れ
、
健
康
商
品
と
一
緒
に
現
金

書
留
封
筒
が
届
き
、
そ
の
後
電

話
で
脅
す
よ
う
な
口
調
で
支
払

い
を
迫
ら
れ
た
な
ど
の
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
断
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

一
方
的
に
商
品
が
届
い
た
場
合

は
、
受
け
取
り
拒
否
を
し
ま
し

ょ
う
。ま
た
、万
が
一
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
業

者
の
連
絡
先
を
控
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　

消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や

悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
で
お
困

り
の
方
は
﹆
早
め
に
消
費
生
活

相
談
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
大
仙
市
教
育
長
賞
】

○
俯う

つ
むき
て
歩
き
し
吾
は
挨
拶
す
る

中
学
生
に
励
ま
し
も
ら
う︵
鈴
木

紀
久
子・大
曲
︶

【
選
者
選
】

品
川
益
孝（
大
曲
短
歌
会
）選

○
四
世
代
峠
も
あ
り
て
野
も
つ

づ
く
さ
れ
ど
一
筋
花
の
道
見
ゆ

︵
佐
々
木
正
吉・西
仙
北
︶

○
丹
念
に
ア
イ
ロ
ン
当
て
て
作

業
着
を
夫つ

ま

に
手
渡
す
転
職
初
日

︵
鈴
木
ア
ヤ
子・南
外
︶

○
父
の
忌
に
杖
よ
り
低
き
母
つ
れ

て
墓
前
に
供
へ
る
舞
茸
ご
は
ん

︵
藤
井
洋
舫・仙
北
︶

鎌
田
也
寸
子（
角
間
川
短
歌
会
）選

○
幸
せ
と
は
か
く
も
小
さ
き
こ
と

な
の
か
話
せ
て
笑
い
歩
け
る
こ

と
が
。︵
三
浦
文
子・大
曲
︶

○
雨
の
音
を﹁
好し

ゅ

き
﹂と
言
う
児
に

今
日
ば
ば
は
ポ
ポ
ポ
と
雨
を
う

た
う
本
買
う︵
佐
藤
洋
子・大
曲
︶

○
遠
雷
に
梅か

め
干
瓶
と
り
込
め
と
亡

母
の
声
あ
の
日
の
様
な
雲
を
愛か

な

し
む︵
藤
原
ハ
ル
子・太
田
︶

高
橋
和
子（
杉
群
短
歌
会
）選

○
父
の
忌
に
杖
よ
り
低
き
母
つ
れ

て
墓
前
に
供
へ
る
舞
茸
ご
は
ん

︵
藤
井
洋
舫・仙
北
︶

○
敗
戦
の
哀
し
き
日
な
り
八
月

十
五
日
百さ

る
す
べ
り

日
紅
の
花
血
の
色
に

咲
く︵
本
間
静
水・協
和
︶

○
草
深
き
楢
岡
城
址
を
巡
り
き
て

麓
の
古
刹
に
往
時
を
し
の
ぶ

 

︵
大
石
弓
李
子・大
曲
︶

【
互
選
結
果
】※
丸
数
字
は
順
位

①
丹
念
に
ア
イ
ロ
ン
当
て
て
作

業
着
を
夫つ

ま

に
手
渡
す
転
職
初
日

︵
鈴
木
ア
ヤ
子・南
外
︶・17
票

①
父
の
忌
に
杖
よ
り
低
き
母
つ
れ

て
墓
前
に
供
へ
る
舞
茸
ご
は
ん

 

︵
藤
井
洋
舫・仙
北
︶・17
票

③
沈
む
日
を
振
わ
せ
響
く
球
児
ら

の
掛
声
聞
き
つ
鍬
鎌
洗
う︵
竹
村

厚
子・仙
北
︶・14
票

④
目
標
を
と
き
に
失
う
我
が
年よ

わ
い齢

球
根
を
植
え
花
の
春
待
つ
︵
東
海

林
孝
子・大
曲
︶・12
票

④
今
日
採
る
か
明
日
採
る
か
の
と

き
め
き
よ
初
心
者
の
畑
の
巨お

お

き

ベ
イ
茄
子︵
佐
藤
よ
ね・大
曲
︶・12
票

⑥
ト
ン
ネ
ル
に
吸
い
込
ま
れ
て
は

吐
き
出
さ
る
る
内
陸
線
の
孤
独

な
車
両︵
浅
利
繁
雄・太
田
︶・11
票

⑥
面
会
に
応
へ
ぬ
友
の
働
き
し
ふ

し
く
れ
の
手
を
わ
が
手
に
包
む

︵
藤
原
八
重
子・太
田
︶・11
票

⑧
捥
ぎ
た
て
の
艶
つ
や
茄
子
を
リ

ヤ
カ
ー
で
農
高
生
ら
笑
顔
も
売

り
来︵
打
川
英
路・大
曲
︶・10
票

⑧
小
康
を
保
ち
て
眠
る
夫
の
息
確

か
め
一
日
の
介
護
を
終
う
る
︵
田

中
春
代・大
曲
︶・10
票

⑧
農
道
に
老
の
仲
間
が
茣ご

蓙ざ

敷

い
て
稲
田
に
上
る
遠
花
火
見
る

︵
堀
川
房
枝・大
曲
︶・10
票

消費に関するトラブルは、一人で悩まず
お早めに消費生活相談室へ。

事例１

事例２
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

東
京
都
で
大
仙
を
ピ
ー
ア
ー
ル

大
仙
市
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア

２
０
１
３

　

市
と
し
て
初
の
大
仙
市
ピ
ー

ア
ー
ル
イ
ベ
ン
ト﹁
秋
田
県
大
仙

市
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
２
０
１
３
﹂

を
東
京
都
で
行
い
ま
す
。

　

首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
開

催
す
る
も
の
で
﹆
当
日
は
民
謡

や
踊
り
﹆
大
仙
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
タ
レ
ン
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
﹆郷
土
料
理
﹆

物
産
品
の
直
売
な
ど
を
実
施
。

首
都
圏
で
大
仙
市
を
ま
る
ご
と

ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
家
族

や
友
人
に
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

◆
日
時
／

 

11
月
23
日︵
土
︶午
前
11
時
～

◆
会
場
／
JR
有
楽
町
駅
前
広

場
﹆東
京
交
通
会
館

【
問
い
合
わ
せ
】

 

総
合
政
策
課 

内
線
２
３
６

市
有
地
の
魅
力
あ
る
活
用
を
目
指
し
て

市
が
所
有
す
る
土
地
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
売
却

　

市
で
は
﹆
市
有
地
を
魅
力
あ

る
居
住
区
域
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
﹆
次
の
土
地
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
売
却
し

ま
す
。

　

購
入
を
希
望
す
る
事
業
者
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
参
加
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。詳
細
は
﹁
市
有
財

産︵
仙
北・大
和
田
︶売
却
に
係
る
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
﹂

を
ご
覧
い
た
だ
き
﹆十
分
理
解
し

た
上
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

実
施
要
領
は
﹆
11
月
１
日
か

ら
管
財
課
で
配
布
す
る
ほ
か
﹆

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。物
件
や
手
続
き
の
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

売
却
物
件

 

区
分
／
土
地

 

所
在
・
地
番
／
大
仙
市
戸
地

谷
字
大
和
田
１
７
６
︱
１

 
地
目
／
宅
地

 
地
積
／
１
万
３
３
１
０
・
01

平
方
ⅿ

 

売
却
予
定
価
格
／
非
公
開

◆
参
加
申
し
込
み
期
間
／

 

11
月
１
日
︵
金
︶
か
ら
29
日

︵
金
︶ま
で

※
持
参
の
場
合
は
﹆土
・
日
﹆祝
日
を

除
く
﹆午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

〒
０
１
４
︱
８
６
０
１

 

大
仙
市
役
所
管
財
課

 

内
線
２
８
３

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

　

技
術
的
に
高
度
ま
た
は
個
性

が
重
視
さ
れ
る
業
務
を
発
注
す
る

際
、そ
の
業
務
の
実
施
体
制・方
針
、

提
案
な
ど
に
関
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル（
企
画
提
案
書
）を
提
出
し
て
も
ら

い
、審
査・評
価
の
上
、最
も
適
し
た

事
業
者
を
選
定
す
る
方
式
で
す
。

 

今
回
は
、
購
入
を
希
望
す
る
事

業
者
か
ら
、
購
入
価
格
や
事
業
計

画
な
ど
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ら
を
総

合
的
に
審
査
し
、
売
却
す
る
事
業

者
を
決
定
し
ま
す
。

　
好
評
を
い
た
だ
い
た
無
料
の

結
婚
応
援
相
談
会
を
２
日
間
開

催
し
ま
す
。﹁
大
仙
結
婚
を
支

援
す
る
会
﹂
や
結
婚
サ
ポ
ー
タ

ー
な
ど
﹆
地
域
の
応
援
者
が
連

携
し
て
﹆
あ
な
た
の
大
切
な
一

歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
対
象
／
結
婚
を
望
む
方
﹆
独

身
の
子
ど
も
が
い
る
親
ま
た

は
家
族
の
方

◆
期
日
／

 

11
月
20
日︵
水
︶・22
日︵
金
︶

◆
時
間
／
午
後
６
時
～
﹆
午
後

６
時
45
分
～
﹆
午
後
７
時
30

分
～
の
１
日
３
回︵
各
45
分
︶

◆
会
場
／
は
ぴ
ね
す
大
仙

◆
定
員・相
談
時
間
／

 

各
６
人・１
人
45
分︵
予
約
制
︶

◆
申
し
込
み
方
法
／
大
仙
結
婚

を
支
援
す
る
会
に
電
話
で
申

し
込
み︵
午
前
９
時
～
午
後
４
時
︶

【
申
し
込
み
】

 

大
仙
結
婚
を
支
援
す
る
会

 

渡
邉
じ
ゅ
ん
子
さ
ん

 

☎
０
９
０︵
２
８
８
０
︶４
２
６
７

【
問
い
合
わ
せ
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課

 

内
線
２
９
５
・２
９
７

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

に
入
会
す
る
と
会
員
登
録
制
の

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
利
用

で
き
る
ほ
か
﹆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
﹆
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
開
催
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
は
﹆
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵http://www.

sukoyaka-akita.com
/

︶上
で
無
料
登

録
で
き
ま
す
の
で
﹆
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０
８
０
０︵
８
０
０
︶０
４
１
３

男
女
の
出
会
い・結
婚
を
無
料
で
サ
ポ
ー
ト

「
結
婚
応
援
相
談
会
」
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

11月は固定資産税４
期と国民健康保険税
５期、後期高齢者医
療保険料５期の納付
月です。忘れずに納
期内の完納をお願い
します。
納付期限／

12月２日（月）

Information

よ
い
席
は
お
早
め
に
！

林
家
木
久
扇
＆

林
家
木
久
蔵
親
子
会

◆
日
時
／
11
月
24
日︵
日
︶

 

午
後
３
時
開
演

 

︵
午
後
２
時
30
分
開
場
︶

◆
会
場
／
協
和
市
民
セ
ン
タ
ー

 

︵
和
ピ
ア
︶

※
未
就
学
の
子
ど
も
の
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
全
席
指
定

 

３
０
０
０
円

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／
協
和
市
民

セ
ン
タ
ー
︵
和
ピ
ア
︶﹆大
曲
市

民
会
館
﹆
仙
北
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
﹆
中
仙
市
民
会

館︵
ド
ン
パ
ル
︶

【
問
い
合
わ
せ
】

 

協
和
市
民
セ
ン
タ
ー︵
和
ピ
ア
︶

 

☎
０
１
８︵
８
９
２
︶３
８
２
０

要
件
を
満
た
す
方
は

受
講
料
無
料

在
職
者・求
職
者

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　

求
職
者
ま
た
は
在
職
者
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
応
援
す
る
講
座

で
す
。要
件
を
満
た
す
方
は
﹆
受

講
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

◆
講
座
名
／
研
削
砥
石
の
取
替

え・試
運
転
関
係
特
別
教
育

◆
期
間
／
11
月
18
日
︵
月
︶・
19

日︵
火
︶

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

◆
会
場
／
大
曲
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
20
人

◆
受
講
料
／
８
千
円

※
市
内
在
住
の
60
歳
未
満
の
求
職
者

ま
た
は
在
職
者
が
受
講
す
る
場
合

は
無
料

◆
申
込
期
限
／
11
月
８
日︵
金
︶

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

大
曲
仙
北
職
業
訓
練
協
会

 

︵
大
曲
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
︶

 

☎
０
１
８
７︵
62
︶１
７
２
６

庭
園
の
見
ど
こ
ろ
を
学
ぶ

旧
池
田
氏
庭
園（
本
家
）

鑑
賞
講
座

　

旧
池
田
氏
庭
園
を
余
す
こ
と

な
く
見
学
で
き
る
文
化
財
学
習

講
座
で
す
。非
公
開
範
囲
を
含

め
た
庭
園
全
体
の
見
ど
こ
ろ
を

文
化
財
保
護
課
の
職
員
が
案
内

し
ま
す
。参
加
希
望
の
方
は
﹆
事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
特
別
案
内
の
園
路
上
に
大
き
な
段

差
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
﹆
歩
き

や
す
く
汚
れ
て
も
い
い
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。杖
な
ど
を
使
用
し

て
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
池
田
家
顕
彰
会
﹆公
開
活
用
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
と
の
合
同
行
事
で
す
。

◆
日
時
／
11
月
17
日︵
日
︶

 
午
前
10
時
～
11
時

◆
集
合
場
所
／
旧
池
田
氏
庭
園

案
内
所﹁
巨
洲
館
﹂︵
正
門
前
駐

車
場
隣
接
︶

◆
定
員
／
15
人

◆
参
加
費
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

文
化
財
保
護
課

 

☎
０
１
８
７︵
63
︶８
９
７
２

受講者募集

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

○
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン

 

期
日
／
12
月
３
日
︵
火
︶・
６

日︵
金
︶・
10
日︵
火
︶・
13
日

︵
金
︶の
４
日
間

 

テ
キ
ス
ト
代
／
５
０
０
円

 

内
容
／
電
源
の
入
れ
方
﹆
マ

ウ
ス
操
作
﹆
文
字
入
力
方
法

や
簡
単
な
文
書
の
作
成

○
楽
し
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

期
日
／
12
月
17
日
︵
火
︶・
20

日︵
金
︶の
２
日
間

 

テ
キ
ス
ト
代
／
１
２
６
０
円

 
内
容
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
上
の
注
意
点
や
基
礎
知

識
﹆利
用
方
法
の
実
習

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
﹆在
勤
﹆

在
学
の
方

◆
時
間
／
午
後
２
時
～
４
時

◆
会
場
／
神
岡
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｔ
研
修
室︵
神
岡
庁
舎
内
︶

◆
定
員
／
各
コ
ー
ス
12
人

◆
申
し
込
み
開
始
／

　

11
月
７
日︵
木
︶午
前
10
時
～

※
１
人
最
大
２
コ
ー
ス
ま
で

※
電
話
受
け
付
け
の
み

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７︵
72
︶４
６
３
３

参加者募集

出前講座パソコン教室
エクセル入門教室

◆対象／市内に在住、在勤、在学
の18歳以上の方で、基本的な
文字入力のできる方
◆期日／11月20日（水）・21日（木）
◆時間／午前10時～午後４時
◆会場／大曲庁舎内互助会館
 ３階 第１会議室
◆定員／12人
◆申し込み開始／
 11月６日（水）午前９時～
◆テキスト代／500円
◆内容／エクセルを使った表計
算、グラフ作成など

【問い合わせ・申し込み】
 情報システム課 内線383

参加者募集
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大
仙
市
農
業
振
興
情
報

セ
ン
タ
ー
新
規
就
農
者

育
成
研
修

　

新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
方

の
た
め
の
農
業
研
修
で
す
。専
門

指
導
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

作
物
を
栽
培
し
﹆農
業
に
必
要
な

技
術
や
知
識
を
学
ぶ
実
践
研
修

で
す
。研
修
期
間
は
１
年
で
﹆
研

修
奨
励
金
の
支
給
制
度
も
あ
り

ま
す
。詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法

は
﹆お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
50
歳
以

下
の
方
で
﹆
研
修
終
了
後
に

市
内
で
農
業
を
営
む
方

◆
募
集
人
員
／
若
干
名

◆
期
間
／
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
27
年
３
月
31
日
ま
で

※
最
大
２
年
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。

◆
研
修
場
所
／
大
仙
市
東
部
新

規
就
農
者
研
修
施
設
︵
太
田
地

域
横
沢
︶﹆
大
仙
市
西
部
新
規

就
農
者
研
修
施
設
︵
西
仙
北
地

域
強
首
︶

◆
研
修
奨
励
金
／

 

月
額
７
万
５
千
円

◆
申
込
期
間
／
11
月
11
日
︵
月
︶

か
ら
12
月
27
日︵
金
︶ま
で

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

大
仙
市
農
業
振
興
情
報
セ
ン

タ
ー

 

☎
０
１
８
７︵
86
︶９
１
１
１

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

　

選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

詳
細
は
﹆後
日
連
絡
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
子
育
て
支
援
と

児
童
の
健
全
育
成
に
関
心
が

あ
る
方

※
教
育
職
員
免
許
状
﹆保
育
士
資
格
﹆

児
童
厚
生
指
導
員
資
格
の
い
ず
れ

か
を
取
得
し
て
い
る
方
ま
た
は
取

得
見
込
み
の
方
は
﹆な
お
可

◆
勤
務
時
間
／
月
曜
か
ら
土
曜

日
ま
で
の
午
後
１
時
～
７
時

※
土
曜
日
な
ど
学
校
休
校
日
は
﹆
午

前
７
時
30
分
～
午
後
１
時
の
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
日
曜
﹆
祝
日
﹆
お
盆
﹆
年
末
年
始
は

休
み

◆
勤
務
場
所
／
第
１
・
第
２
・
第

３
ぽ
ぷ
ら
児
童
ク
ラ
ブ

 

︵
大
曲
小
学
校
内
︶

◆
賃
金
／
時
給
７
９
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
資
格
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
を
児
童
家

庭
課
に
提
出︵
郵
送
可
︶

◆
申
込
期
限
／
11
月
15
日︵
金
︶

※
必
着

◆
採
用
予
定
日
／12

月
１
日︵
日
︶

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

児
童
家
庭
課 

内
線
１
２
９

市総合運動公園野球場（大曲球場）
室内練習場の
冬期間の利用予約を開始します

　12月１日から平成26年３月31日まで
の大曲球場室内練習場の利用予約を受
け付けます。希望する団体は、大曲球場事
務室に用意している利用申込書に必要事
項を記入し、事務室に提出してください。
◆申込期間／利用を希望する日の前月１
日から20日まで

※12月利用分の受け付けは11月１日（金）から20
日（水）まで。各団体代表者への決定通知は11
月25日（月）までに送付します。

【問い合わせ・申し込み】
 市総合公園野球場（大曲球場）事務室
 ☎0187-86-4121

参加者募集

受講者募集

認
知
症
の
方
と

家
族
の
集
い

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家

族
同
士
が
勉
強
会
や
情
報
交

換
﹆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
通
じ
て
﹆
日
ご
ろ
の
思
い
を

語
り
合
い
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

心
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

や
﹆
誰
か
に
話
し
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。不
安
や
悩
み

な
ど
を
話
す
だ
け
で
気
持
ち
が

楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
も
﹁
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
﹂

に
参
加
し
て
﹆会
員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
／
11
月
６
日︵
水
︶

◆
時
間
／

 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

 

︵
午
前
９
時
45
分
受
け
付
け
開
始
︶

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室

 

︵
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

 

中
央 

内
線
１
６
９

 

同 

東
部

 

☎
０
１
８
７︵
56
︶７
１
２
５

 

同 

西
部

 
☎
０
１
８
７︵
87
︶３
９
７
０

臨時職員募集

受講者募集

大
人
の
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　
﹁
こ
の
服
﹆
自
分
に
合
っ
て
い

な
い
気
が
す
る
﹂と
思
う
の
は
﹆

あ
な
た
の
骨
格
と
の
相
性
が
良

く
な
い
か
ら
。こ
の
講
座
で
は
﹆

手
首
や
背
中
﹆
腰
な
ど
の
パ
ー

ツ
か
ら
﹆
講
師
が
あ
な
た
に
似

合
う〝
素
材
感
〟と〝
形
〟を
診
断

し
ま
す
。自
分
に
合
っ
た
洋
服

選
び
を
学
び
﹆
洗
練
さ
れ
た
好

感
度
の
高
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
﹆
目
的
に
合
っ
た
色
の

選
び
方
な
ど
﹆
色
彩
心
理
に
つ

い
て
の
講
話
も
あ
り
ま
す
。ぜ

ひ
﹆参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
17
日︵
日
︶

 

午
前
10
時
～
正
午

◆
会
場
／
は
ぴ
ね
す
大
仙

◆
定
員
／
20
人

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
11
月
13
日︵
水
︶

◆
講
師
／
I
Ｃ
Ｂ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
認
定
イ
メ
ー
ジ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
奥
田
智
子

さ
ん︵
美
容
室
ロ
ー
タ
ス
代
表
︶

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課

 

内
線
２
９
５

講師の奥田さん
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野球に燃える親父たちの甲子園

第　回全県500歳野球大会

もつれて、転んで、落として、笑って。
体はあのころと変わっても、野球を愛する心は変わらない。

大会通算

2,000号
の

ホームラ
ン

打ちまし
た！

金浦ブルーフィッシュ
阿部選手兼監督

!!!



13 DAISEN City Public Relations 2013.11

少
年
野
球
発
祥
の
地
・
神
岡
で
始

ま
っ
た
全
県
５
０
０
歳
野
球
大

会
。35
回
目
を
数
え
る
大
会
が
９
月
28

日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
の
５
日
間
﹆
過

去
最
多
の
１
７
９
チ
ー
ム
が
出
場
し
﹆

神
岡
野
球
場
な
ど
市
内
18
会
場
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。今
大
会
に

は
﹆市
内
か
ら
27
チ
ー
ム
が
出
場
。船
岡

ク
ラ
ブ
と
角
間
川
角
球
ク
ラ
ブ
﹆
楢
岡

ク
ラ
ブ
が
ベ
ス
ト
32
﹆
神
岡
大
浦
ク
ラ

ブ
が
ベ
ス
ト
16
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
﹆３
年
前︵
第
32
回
大
会
︶と

同
一
カ
ー
ド
と
な
る
秋
銀
ク
ラ
ブ
︵
秋
田

市
︶と
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
O
Ｂ︵
同
︶の
対
戦
。

２
対
２
で
延
長
戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
試

合
は
６
回
裏
﹆ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
O
Ｂ
が
２

ア
ウ
ト
２・３
塁
か
ら
一
番
・
小
林
克
彦

選
手
︵
56
︶
が
ラ
イ
ト
前
に
サ
ヨ
ナ
ラ
タ

イ
ム
リ
ー
を
放
ち
試
合
を
決
め
﹆
３
年

ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
。１
７
９
チ
ー
ム
の

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
﹆
今
大
会
で
は
大
会
通
算
２
千

号
と
な
る
ホ
ー
ム
ラ
ン
記
録
が
誕
生
。

打
っ
た
の
は
金
浦
ブ
ル
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ

︵
に
か
ほ
市
︶選
手
兼
監
督
の
阿
部
一
之
助

さ
ん
︵
59
︶。２
回
戦
の
対
下
浜
ク
ラ
ブ

︵
秋
田
市
︶
で
レ
フ
ト
へ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

放
ち
ま
し
た
。大
会
史
上
に
記
録
を
刻

ん
だ
阿
部
さ
ん
は
﹁
２
千
号
と
知
ら
さ

れ
び
っ
く
り
し
た
。本
当
に
う
れ
し
い
﹂

と
笑
顔
。﹁
来
年
に
向
け
て
若
手
を
鍛

え
﹆
強
い
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
﹂と

監
督
と
し
て
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

打って、走って、守って、投げて。
あのころのように、がむしゃらに白球を追いかけた―

野球サイコー♪

♪



　第15回美山湖フェスティバルが10月６日、協和ダム
美山湖荒木沢公園で開かれ、来場したおよそ2,100人
が緑豊かな山々に囲まれた水辺で秋を満喫しました。
　協和ダムの美山湖とその周辺の自然環境を活用し
た参加体験型の観光イベントの開催を通じて地域の
活性化を図ろうと毎年実施しています。フェスティバ
ルでは、恒例となった協和産イワナのつかみ捕りやわ
んぱく釣り体験、美山湖周辺の遊歩道を歩く「美山湖
ウオーキング」などが行われ、参加者は協和の自然と
ふれあいながら楽しいひとときを過ごしました。

▼魚が釣り上げられるたびに歓声が上がったわんぱく釣り体験

　第26回全国ジャンボうさぎフェスティバルが10月
19、20日の両日、中仙のドンパン広場で開かれました。
　フェスティバルでは、ウサギの体重当てコンテスト
と杜仲麺の早食い競争などが行われ、集まったおよそ
4,000人はバラエティに富んだ催しを楽しみました。
　メーンのジャンボうさぎ品評会には県内外のウサ
ギ飼育者28人が自慢の85匹を出品。審査の結果、地元
中仙地域在住の冨岡庄一さんが８部門中、体重ジャン
ボの部・体長ジャンボの部・セットジャンボの部の３
部門で優勝に輝きました。

ジャンボうさぎフェスティバル
飼い主自慢の85匹が出品

美山湖フェスティバル
秋の水辺で自然に親しむ

▲ 立派な体格のウサギがずらりと並んだ品評会

功
績
を
た
た
え
て
―
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰・感
謝
状

　公益社団法人発明協会が主
催する2013年度東北地方発明
表彰式で、「つくねたんぽ及
びその製造方法」を考案した
坂本一さん＝大曲＝が発明奨
励賞を受賞しました。
　坂本さんの発明「つくねたん
ぽ」は、半つぶし状態の米飯に
比内地鶏のつみれ生地を練り
込んで作る、比内地鶏肉の風味
をもつきりたんぽ風食品です。

坂本 一 さん
−発明協会発明奨励賞−

「全国生徒会サミット～いじめ
撲滅宣言～」（９月25、26日・東
京都）に参加した大曲中学校生
徒会（富岡佳之会長）に文部科学
大臣から感謝状が贈られました。
　同会では、「いじめをゆる
さない」という心を青いリボ
ンを身につけることで意思表
示する「青いリボン運動」を実
施するなど、いじめ撲滅に向
けた取り組みを進めています。

大曲中学校生徒会
−文部科学大臣から感謝状−

　神岡地区民生児童委員協議
会（齋藤隆夫会長）が、活発な地
域福祉活動が評価され、全国
民生委員児童委員連合会から
表彰を受けました。
　同会は、地域内の関係機関
との情報共有やきめ細かな連
携活動に努めているほか、防犯
安全絵本の配布を通じた防犯
意識の啓発や、福祉マップの
更新などに取り組んでいます。

神岡地区民児協
−全国民生委員児童委員連合会表彰−
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▼市内各地区で実施された奉仕活動

　大仙市シルバー人材センターの会員による奉仕活
動が10月８日、大曲の特別養護老人ホーム「こもれび
の杜」で行われました。
　10月の「シルバー人材センター事業普及啓発促進月
間」に合わせて行われた活動。大曲地区の会員およそ
50人が参加し、協力し合いながら除草作業や庭木の剪
定作業を行いました。
　このほか、仙北地区の会員が高梨小学校で玄関周辺
の窓ふきや側溝のごみ上げを行うなど、市内各地区で
会員が奉仕活動を実施しました。

シルバー人材センターの奉仕活動
10月は「普及啓発促進月間」

　元仙北町議会議長の故・伊藤直榮さんが叙位（正六
位）を受章しました。
　伊藤さんは、昭和39年に旧仙北町議会議員に選出さ
れ、55年から４年間、議会議長を務めました。農業・農
家のあり方が大きく変化する中、農業の農業機械の導
入による兼業化への移行、仙北地区農村基盤総合整備
パイロット事業を完成に導くなど、農業の生産性・収
益性の向上、基盤の整備に取り組まれました。
　また、学校給食センターをはじめ母子健康センター
や町立保育園などの福祉施設、村民体育館・村民プー

ルなどの体育施設の
建設に力を注ぐなど、
７期28年間にわたり
町の振興発展に尽力
されました。

故・伊藤直榮さんが叙位を受章
地方行政の功績をたたえ

◀ 叙位を受章した元仙北町
議会議長の故・伊藤さん

　オオヤマザクラ植樹祭が10月５日、花館の姫神公園
で行われ、花館小学校の３年生と地域住民など約150
人が参加しました。
　かつて多くの松の木が立ち並び「松山」と呼ばれ、多
くの方々に親しまれていた同公園。しかし、松くい虫
による被害でその多くが伐採されてしまったため、公
園をサクラで彩ろうと、花館地区コミュニティ会議
（佐藤正雄会長）が４年前から実施しています。これまで
植樹したのはヨウコウザクラやカンザンザクラなど
112本。今年はオオヤマザクラ15本を植樹しました。佐
藤会長は「みんなの力でさまざまなサクラを楽しめる
公園にしたい」と話しました。

▼花館小３年生が15本のオオヤマザクラを植樹

オオヤマザクラ植樹祭
サクラの花あふれる公園を目指して

寄付・寄贈 たくさんの善意　　　 
ありがとうございます

地元の中学生の学習活動のために　　
（株）小松ばね工業が太田中学校に寄付

　太田地域に工場を有する精密機械部品製造企
業・小松ばね工業株式会社（東京都）が太田中学校
に寄付金７万円を贈呈しました。
　同校の東日本大震災被災地支援活動に同社の
小松節子代表取締役が感銘を受けたことをきっか
けに、地元中学校の各種学校活動に役立ててほし
いと贈られたもの。同校ではいただいた寄付金を
学校祭などの学校行事の運営に活用する予定です。

▲ 小松代表取締役（写真右端）から寄付金を受け取った太
田中学校生徒会長の倉田翔さん（写真右から２人目）
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　日本航空と東京ディズニーリゾートを運営するオリ
エンタルランドによる「思いやりの教室」が９月11日、
協和小学校で行われ、３・４年生78人が参加しました。
　子どもたちに相手を思いやる気持ちを学んでもら
おうと同２社が全国で行っている教室。参加した子ど
もたちは、おもてなしのプロである日本航空の客室乗
務員と東京ディズニーリゾートのスタッフから、よい
印象を与える笑顔・あいさつ・歩き方や、ゲームを通し
て相手の気持ちを知るためのコツを学習。相手の気持
ちを思いやる心づかいの大切さについて考えました。

▼子どもたちが心づかいの大切さを学んだ「思いやりの教室」

　大曲駅の東西地区を結ぶ都市計画道路・中通線のア
ンダーパス開通式が10月19日、大花町の土地区画整理
事業区域内で行われました。
　開通したのは、大曲黒瀬町地内の飯田線交差点（山下
医院横）から奥羽本線の線路下をくぐり、大花町内を通
る市道・四ツ屋大曲線に接続する520メートルの区間。
アンダーパス部分は車道が11メートル、車道の両側に
は幅4.5メートルの歩道を設置しており、車、歩行者と
もにこれまでよりも安全性が向上しました。また、踏切
を通らずに通行できるため、渋滞緩和など交通アクセ
スの向上が期待されます。このほか、車道・歩道とも消
融雪設備を整備し、冬期間の安全確保を図りました。
　式典では、関係者によるテープカットのほか、花館
小学校マーチングバンドの演奏に合わせ通り初めが

行われ、待望の開
通を祝いました。

中通線アンダーパス開通式
安全性と利便性の向上に期待

協和小学校「思いやりの教室」
おもてなしのプロに学ぶ

　「NOレジ袋推進キャンペーン」が10月８日、市内６
カ所のスーパーマーケット店頭で行われ、大曲消費者
協会会員と市職員が買い物客にマイバッグ・マイバス
ケット持参を呼び掛けました。
　市では、10月を「NOレジ袋推進キャンペーン」とし
て、レジ袋の消費を抑えたごみの減量化に取り組んで
います。「マイバッグ 使って広がる え

ＥＣＯ

ーこころ」（「NO
レジ袋推進標語」最優秀賞作品より）。一人ひとりの取り組
みが環境保全につながります。買い物の際にはマイバ
ック・マイバスケットの持参にご協力をお願いします。

▼買い物客に啓発グッズを配る大曲消費者協会会員

　中仙中学校（青谷晃吉校長・生徒数173人）の創立50周年
記念式典が10月５日、同校で行われ、全校生徒や同校
同窓会役員のほか、地域住民の方々など約300人が参
加しました。
　同校は昭和38年に長野中学校と清水中学校が統合
し誕生。これまで、5,747人が卒業しています。式典で
は青谷校長が「子どもたちは未来への希望の光。多くの
卒業生が社会の中でたくましく生きていくことが式典
に参加した方々の願い。その願いに応えるよう努力す
る生徒であってほしい」と式辞を述べたほか、生徒会長
の藤田翔規さんが「たくさんの皆さんの支えに感謝し、
輝かしい歴史に新たな１ページを刻みたい。さらなる
歴史をつくりあげていこう」とあいさつしました。
　式典後は、全校生徒で「大いなる秋田」の記念演奏を
行ったほか、卒業生でダンサーの振付師として活躍中

の東京藝術大学教育
研究助手・米沢麻佑
子さんがモダンバレ
エを披露しました。

中仙中学校創立50周年記念式典
地域で祝う「半世紀」

NOレジ袋キャンペーン
レジ袋削減で環境を守ろう

◀ 在校生の力強い歌声が
響き渡った記念式典

広 録報 見 聞
だいせんニューストピックス

◀ 安全性向上と渋滞緩
和などが期待される
中通線アンダーパス
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Photo Sketch in Daisen  - Akita Destination Campaign -

観
光
振
興
の
起
爆
剤
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
大
型
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン﹁
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂︵
Ｄ
Ｃ
︶が
﹆

10
月
１
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｃ
は
﹆Destination

︵
目
的
地・

行
き
先
︶
とCampaign

︵
宣
伝
︶
を
組

み
合
わ
せ
た
造
語
。地
方
自
治
体
や

地
域
の
観
光
事
業
者
等
が
Ｊ
R
グ
ル

ー
プ
旅
客
６
社
と
連
携
し
て
﹆
対
象

エ
リ
ア
︵
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
︶
の
集

中
的
な
宣
伝
を
広
域
で
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
﹆
全
国
か
ら
の
誘
客
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
日
本
最
大
規

模
の
観
光
宣
伝
活
動
。秋
田
で
の
実

施
は
平
成
９
年
以
来
16
年
ぶ
り
で

す
。大
仙
市
内
で
も
Ｄ
Ｃ
に
ち
な

ん
だ
地
域
ぐ
る
み
の
観
光
集
客
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
４
日
に
は
﹆大
曲
駅
構
内
に

期
間
限
定
で
特
別
物
産
販
売
ブ
ー
ス

﹁
駅
ナ
カ
こ
ま
ち
横
丁
﹂が
オ
ー
プ
ン
。

Ｂ
級
グ
ル
メ
・
大
曲
納
豆
汁
を
は
じ

め
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や

地
酒
な
ど
が
そ
の
場
で
食
べ
ら
れ

る
と
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。︵
写
真

1
﹆営
業
は
12
月
23
日︵
月
︶ま
で
の
毎
週
金・

土・日
と
﹆11
月
４
日︵
月
︶﹆12
月
23
日︵
月
︶︶

　

10
月
５
﹆６
日
に
は﹁
大
曲
エ
キ

ま
つ
り
﹂が
開
か
れ
﹆会
場
の
大
曲

駅
前
広
場
で
は
多
く
の
来
場
者
が

多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
﹆
ナ
マ
ハ
ゲ

太
鼓
や
地
元
高
校
生
﹆
芸
能
団
体

な
ど
に
よ
る
民
謡
﹆
ダ
ン
ス
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
﹆
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。会

場
内
で
は
﹆物
産
市
の
ほ
か
﹆県
内

の
人
気
ラ
ー
メ
ン
店
に
よ
る
﹁
ラ

ー
メ
ン
フ
ェ
ス
﹂が
行
わ
れ
﹆屋
台

の
前
に
は
こ
の
日
だ
け
の
限
定
ラ

ー
メ
ン
を
求
め
る
人
が
長
い
行
列

を
つ
く
り
ま
し
た
。︵
写
真
2
～
10
︶

　

ま
た
﹆
10
月
12
日
か
ら
14
日
ま

で
の
３
日
間
﹆
Ｊ
Ｒ
秋
田
︱
横
手

間
で
蒸
気
機
関
車
﹁
Ｓ
Ｌ
秋
田
こ

ま
ち
号
﹂
が
運
行
。各
停
車
駅
や
線

路
沿
い
で
は
﹆
地
元
の
保
育
園
児

や
小
・
中
学
生
が
唄
や
踊
り
﹆太
鼓

を
披
露
し
た
り
﹆
横
断
幕
を
掲
げ

た
り
な
ど
﹆
観
光
客
の
歓
迎
ム
ー

ド
を
演
出
し
ま
し
た
。︵
写
真
11
～
15
︶

　
Ｄ
Ｃ
の
実
施
は
12
月
末
ま
で
。こ

の
間
﹆﹁
秋
田
﹂
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す

る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
今
後
も
県

内
各
地
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

秋田DCがついに開幕！
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た
く
さ
ん
の
お
便
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
面
お
よ
び
編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

都
合
で
全
て
の
お
便
り
を
掲
載
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お便りお待ちしています
「お便り広場」は皆さんのページです。
市政に対する質問・意見など、皆さんの
遠慮のない声をお聞かせください。
宛先はこちら
〒 014-8601
大仙市企画部総合政策課
手紙・はがき、ファクス（0187-63-1119）ま
たは Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）
で送ってください。なお、Eメールの場合は
件名に「お便り広場」と記入ください。

10 月号・10 月号お知らせ版へのお便り

内訳／　感想24
今回寄せられたのは　24通

18

vol.205

2013
10お知らせ版 だいせん日和

www.city.daisen.akita.jp

だ い せ ん広 報

住宅用火災
警報器

皆さんは
設置してい

ますか？

火災発生
！

いち早く
危険を知

らせる

市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
率
向
上
を
図
り
、
万

が
一
の
火
災
発
生
時
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
命
を
守
る
た
め
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
助
成
事
業
」を
実
施
し
、

購
入
費
の
一
部
を
助
成
（
１
世
帯
上
限

５
千
円
）し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、こ

の
制
度
を
利
用
し
、
５
９
７
世
帯
が

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
大
曲
の
「
日
の
出
町
町
内
会
（
高
橋

文
雄
会
長
）」で
は
、
共
同
購
入
に
よ
り

38
戸
に
１
０
９
個
の
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
た
。「
台
所
と
寝
室
、階
段
部

分
の
天
井
に
設
置
し
ま
し
た
。市
の

助
成
事
業
が
購
入
の
い
い
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。設
置
で
き
た
の
で

ひ
と
ま
ず
安
心
し
ま
し
た
」と
、同
町

内
会
の
藤
田
さ
ん
。同
町
内
会
長
の

高
橋
さ
ん
は
「
共
同
購
入
な
の
で
手

続
き
が
簡
単
。購
入
費
の
半
額
を
助

成
し
て
も
ら
え
る
の
で
助
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
購
入
費
助
成
の
対
象
は
、
市
内
の

自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
で
の
共
同

購
入
と
、市
内
在
住
の
方（
世
帯
）の
個

人
購
入
。機
器
は
、日
本
消
防
検
定
協

会
の
鑑
定
合
格
証「
NS
マ
ー
ク
」が
表

示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
市
内
の
販

売
店
で
購
入
し
た
も
の
が
助
成
対
象

で
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、広
報
９
月
号
の
８
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日の出町町内会
藤田金四郎さん日の出町町内会長

高橋文雄さん

日の出町町内会では、市の
「住宅用火災警報器設置助
成事業」を利用して共同購
入しました

【問い合わせ・申請】 各
支所市民サービス課または、総合防災課 ☎0187-63-1111 内線287・288

設置できて安心しました
購入費の半額助成は

とても助かります

2 0 1 3

1 0
v o l . 2 0 4

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　     よ      り

おおきなせなかに — 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

第87回全国花火競技大
会（８月24日）

晩夏の夜空に
光の華咲く

自
宅
療
養
中
で
な
か
な
か
遠
出

で
き
な
い
の
で
﹆だ
い
せ
ん
日

和
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

大
仙
市
に
こ
ん
な
所
が
あ
る
ん

だ
﹆
こ
ん
な
企
画
が
あ
る
ん
だ
と
初

め
て
知
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
元
気

に
な
っ
て
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

南
外　
50
代
女
性

表
紙
の
花
火
の
写
真
が
と
て
も

美
し
く
華
や
か
で
心
が
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。市
外
に
住
む
両
親

に
見
せ
た
い
で
す
。神

岡　
50
代
女
性

秋
の
彼
岸
が
終
わ
り
﹆
あ
と
１

カ
月
も
す
る
と
雪
囲
い
な
ど

冬
の
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

　

我
が
家
の
お
墓
は
地
域
の
共
同
墓

地
な
の
で
す
が
﹆
お
供
え
物
を
持
ち

帰
る
習
慣
が
な
い
た
め
﹆
カ
ラ
ス
が

来
て
食
べ
た
り
散
ら
か
し
た
り
し
て

い
き
ま
す
。
拝
ん
だ
ら
お
供
え
物
を

お
互
い
に
持
ち
帰
る
よ
う
町
内
会
長

さ
ん
に
相
談
し
て
み
よ
う
か
と
思
い

ま
し
た
が
﹆
よ
そ
か
ら
引
っ
越
し
て

き
た
私
が
意
見
を
言
う
の
も
気
に
な

る
し
﹆
さ
ま
ざ
ま
な
町
内
会
の
方
た

ち
の
お
墓
な
の
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

彼
岸
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
す
が
﹆

来
春
の
こ
と
を
考
え
る
と
憂ゆ

う

鬱う
つ

で
す
。

一
市
民

大
曲
の
花
火
特
集
号
は
﹆
表
紙

も
内
容
も
ワ
ン
ダ
フ
ル
で
し

た
。内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

小
松
さ
ん
と
10
号
自
由
玉
の
部
で
優

勝
し
た
久
米
川
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
﹆
花
火
師
の
熱
い
情
熱
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。写
真
も
構
成
も
素

晴
ら
し
く
﹆
特
に
大
会
提
供
ミ
ッ
シ

ョ
ン﹁
あ
﹂の
写
真
は
圧
巻
で
し
た
。

　

私
は
﹆
担
当
者
コ
ラ
ム
の
故
・
津

雲
優
さ
ん
に
対
す
る
優
し
い
思
い
と

限
り
な
い
惜
別
の
文
章
に
胸
を
打
た

れ
ま
し
た
。
私
も
﹁
夢
の
空
﹂﹁
い

ざ
な
い
の
街
﹂
が
大
好
き
で
﹆
時
々

Ｃ
Ｄ
を
聴
い
て
い
ま
す
。

西
仙
北　
70
代
男
性

な
ん
と
い
っ
て
も
大
曲
の
花
火

特
集
が
良
か
っ
た
で
す
。花

火
師
の
方
々
の
お
言
葉
も
読
め
た
の

で
﹆
ど
れ
ほ
ど
の
情
熱
を
込
め
て
い

る
か
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

大
曲　
40
代
女
性

中
通
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
が
開
通

す
る
10
月
19
日
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

酒
粕
の
作
り
方
を
知
り
た
く
て
い

つ
も
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
﹆
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー

で
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
﹆
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。大

曲　
70
代
女
性

今
や﹁
お
も
て
な
し
﹂と
い
う
言

葉
が
流
行
語
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。﹁
大
曲
の
花
火
﹂
本
番

ま
で
の
市
の
動
き
を
知
る
こ
と
で
﹆

改
め
て﹁
お
も
て
な
し
﹂の
真
心
を
見

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。大
会
当
日

も
そ
の
後
も
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。そ
の
お
か
げ
で
大
成
功
に
終

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。他
県
で
火
災

事
故
が
あ
っ
た
中
﹆
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

大
曲　
50
代
男
性

花
火
の
一
瞬
の
輝
き
を
と
ら
え

た
色
鮮
や
か
な
表
紙
に
目
を

奪
わ
れ
ま
し
た
。大
曲
の
花
火
特
集

の
紙
面
に
は
﹆
大
会
当
日
ま
で
の
様

子
や
優
勝
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
と

も
に
﹆
部
門
別
の
花
火
を
載
せ
る
な

ど
﹆
工
夫
を
凝
ら
し
た
編
集
に
感
心

し
ま
し
た
。

西
仙
北　
50
代
男
性

大
曲
の
花
火
を
再
現
し
た
か
の

よ
う
な
花
火
特
集
の
写
真
が

き
れ
い
で
し
た
。色
鮮
や
か
で
す
ね
。

　
﹁
地
域
特
鮮
﹂
の
コ
ー
ナ
ー
は
地

図
が
あ
っ
た
ら
良
か
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
秋
ま
つ
り
が
始
ま

り
ま
す
が
﹆
秋
の
稔
り
フ
ェ
ア
で
行

わ
れ
る
サ
ン
マ
の
振
る
舞
い
を
特
に

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

太
田　
50
代
女
性

広
島
研
修
に
参
加
し
た
中
学
生

の
感
想
を
読
ん
で
感
動
し
ま

し
た
。私
も
数
年
前
﹆
広
島
の
原
爆
跡

地
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。平

和
の
大
切
さ
﹆
命
の
尊
さ
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
も
﹆
た
く
さ
ん
の
人

に
訪
れ
て
ほ
し
い
場
所
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。平
和
に
つ
い
て
考
え
る
た

め
に﹁
市
民
平
和
の
集
い
﹂に
足
を
運

ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

仙
北　
60
代
女
性



食生活改善推進協議会 ヘルスメイトさんの健康レシピ

今月のレシピ当番は大曲支部の皆さんです

　

第
17
回
日
韓
青
少
年
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
交

流
事
業
で
﹆市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
８
人

が
８
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
の
７
日
間
﹆

韓
国
・
仁
川
広
域
市
で
現
地
の
同
世
代
の

子
ど
も
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
国
際

交
流
し
ま
し
た
。

　

同
事
業
は
﹆２
０
０
２
年︵
平
成
14
年
︶の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
日

本
と
韓
国
と
の
共
同
開
催
が
き
っ
か
け
。

幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ

の
交
流
を
通
じ
て
両
国
の
親
善
と
友
好
を

よ
り
一
層
深
め
﹆
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
﹆
公
益
財
団
法
人
日
本

体
育
協
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。今
回
参

加
し
た
の
は
﹆秋
田
県
と
滋
賀
県
の
小
・
中

学
生
で
﹆サ
ッ
カ
ー
﹆バ
レ
ー
ボ
ー
ル
﹆バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
﹆卓
球
﹆バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
５
競
技
で
活
躍
し
て
い
る
１
８
４
人
。

こ
の
う
ち
﹆
大
仙
市
か
ら
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
で
鈴
木
海
里
さ
ん︵
大
曲
小
︶﹆厨
川
京
香

さ
ん︵
同
︶﹆
福
田
伊
織
さ
ん︵
西
仙
北
中
︶﹆

伊
藤
悠
貴
さ
ん
︵
同
︶﹆
佐
々
木
梨
子
さ
ん

︵
同
︶﹆
鈴
木
遥
香
さ
ん︵
大
曲
中
︶が
﹆
卓
球

で
豊
島
涼
太
さ
ん
︵
協
和
中
︶
が
そ
れ
ぞ
れ

代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
﹆
韓
国
代
表
選
手
団
と
連
日

に
わ
た
っ
て
合
同
練
習
や
親
善
試
合
な
ど

を
実
施
。子
ど
も
た
ち
は
﹆
韓
国
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
選
手
と
日
ご
ろ
の
練
習
で
磨
い

た
技
術
を
試
し
合
い
な
が
ら
﹆ス
ポ
ー
ツ
を

共
通
言
語
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

resipi.52

日韓青少年夏季スポーツ交流事業

だいせんの小・中学生が
韓国でスポーツ交流

とどけよう
スポーツの力を東北へ！

菊花ごはん
 &
と ずんだ汁

The Track of Glory

㆒菊花ごはん

①  炊飯器に米と分量の水を入れ、
かくし味を加えて炊く

② トンブリは、熱湯を回しかけ、水

気をきっておく。
③ ご飯にトンブリとほぐした菊の花
　を混ぜ、青のり粉をふる

【作り方】

米 ………………………… ３合
かくし味 ………………… 大さじ３
トンブリ ………………… 20ｇ

菊の花…………………… ５個
青のり粉 ………………… 少量

【材料（４人分）】　　　  栄養価／１人分445キロカロリー　食塩1.2g

㆓ずんだ汁

① ナスはヘタを除き、長さを半分に
切ってから、縦半分に切り、縦に
６～７mmの厚さに切る。水をは
ったボウルに入れ、落としぶたを
しておく。

② エダマメはさやから出して薄皮
を除き、生のままフードプロセッ
サーでつぶす（すり鉢でつぶしても
よい）

③ なべにだし汁を入れて沸かし、①
のナスの水気をきって加える。す
ぐにふたをして１分ほど中火で
煮てから、ふたを取ってみそを溶
き入れる。

④ ナスに火が通ったら②のエダマ
メを加えて軽く混ぜ、弱火にして
煮る。豆の香りがしてきたら火を
止める。

ナス ……………………… ２個
エダマメ（さや付き） …… 300ｇ

だし汁…………………… ４カップ
味噌 ……………………… 60ｇ

【材料（４人分）】　　　  栄養価／１人分 89キロカロリー　食塩1.1g

【作り方】
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※「大曲仙北医師会」は、大仙市、仙北市、美郷町の医師で組織しています

Medical Chart  no.77

経
鼻
鏡
カ
メ
ラ
は
正
式
に
は
経
鼻

内
視
鏡︵
上
部
消
化
管
︶と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
カ
メ
ラ
が
作
ら
れ
た

目
的
は
﹆
受
診
さ
れ
た
方
が
胃
カ
メ
ラ

挿
入
時
に
感
じ
る
苦
痛
の
軽
減
で
す
。

そ
の
た
め
﹆
胃
カ
メ
ラ
の
お
よ
そ
４
分

の
１
の
太
さ
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。た

だ
﹆
細
い
だ
け
で
す
の
で
苦
痛
が
４
分

の
１
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

せ
い
ぜ
い
２
分
の
１
く
ら
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

経
鼻
鏡
カ
メ
ラ
が
優
れ
て
い
る
の

は
反
射
の
強
い
舌
根
部
を
通
ら

な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
た
め
﹆﹁
オ

エ
！
オ
エ
！
﹂
と
し
な
い
で
す
む
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。あ
と
は
術
者

の
腕
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。ま
た
﹆こ
れ
に
加
え
て
挿
入
し
て
い

る
時
間
が
長
く
て
も
苦
痛
が
あ
ま
り
な

い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
弱
点
も
あ
り

ま
す
。鼻
に
麻
酔
を
し
ま
す
の

で
鼻
に
手
術
経
験
が
あ
る
と
こ
の
カ
メ

ラ
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
し
﹆
鼻

炎
を
患
っ
て
い
る
方
も
ダ
メ
で
す
。ま

た
﹆
キ
シ
ロ
カ
イ
ン︵
局
所
麻
酔
剤
︶の
ゼ

リ
ー
や
ス
プ
レ
ー
を
使
用
し
ま
す
の
で

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
確
認
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
が
一
番
大
事
で

し
ょ
う
。

ま
た
﹆
細
い
だ
け
に
し
ば
し
ば
故

障
し
ま
す
。故
障
し
す
ぎ
と
言

っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
が
﹆
使
い
慣
れ
て
少
し
は
遠
慮
す

る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
も
要
注

意
で
す
。ブ
ラ
シ
が
カ
サ
カ
サ
す
る
と

も
う
危
険
で
す
。検
査
後
の
鼻
出
血
も

あ
り
ま
す
が
﹆
耳
鼻
科
の
治
療
を
受
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
き

並
べ
て
み
ま
し
た
が
﹆
始
め
て

４
年
３
カ
月
に
な
り
ま
す
。胃
カ
メ
ラ

を
使
っ
た
検
査
を
す
る
方
の
７
﹆８
割

は
経
鼻
鏡
カ
メ
ラ
を
選
び
ま
す
。終
わ

っ
た
あ
と
75
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
は
﹁
楽

だ
っ
た
﹂と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。今
後
は

85
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
に﹁
楽
だ
っ
た
﹂と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い

き
た
い
と
ひ
そ
か
に
考
え
て
い
ま
す
。

大 曲 仙 北 医 師 会

佐々木内科医院

佐々木 志郎　院長
大曲上栄町1-28
☎ 0187-63-1410　

［写真］佐々木院長が手にしているのが経鼻鏡カメラ。太
さは胃カメラの４分の１程度。

Talk about
 “Nasal mirror camera” 

経鼻鏡カメラについて
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中央（大曲保健センター内／大曲）	
健康増進センター

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）

☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから

今年度受診していない方が対象です
大腸がん検診の追加検診

◆対象／市内在住の40歳以上の方
◆ 検診料金／600円（無料になる方については、以前配布し
た資料を確認ください。）
◆持参するもの／便潜血検査キット２日分
※ 便潜血検査キットの説明書に従って用意してください。１日
分では検査を受けることができませんのでご注意ください。

※ 検査キットがない方は、お住まいの地域の健康増進センター
各分室（中央・西部・東部）で受け取ってください。
◆期日・時間・会場／
※お住まいの地域に関わらず、都合の良い会場で受診できます。

期日 検診会場
11月 10日（日） 大曲保健センター

【大曲地域・全地域】
　受付時間／午前９時～午後３時

期日 検診会場
11月６日（水） 太田保健センター

               ７日（木） 仙北保健センター
               ８日（金） 中仙農村環境改善センター

【東部地域】
　受付時間／午前11時～午後２時

「先天性風しん症候群」から赤ちゃんを守る
風しん予防接種

◆ 対象／市に住民登録していて、風しんにかかったこ
とのない方、風しん予防接種を受けたことのない方
または過去に１回のみ接種した方で、①今年度20歳
から49歳までの男女（昭和39年４月２日～平成６年４月
１日生）②妊娠中の女性の夫（年齢は問いません）のい
ずれかに該当する方
◆接種費用／無料
◆ 助成対象の予防接種（１回限り）／麻しん風しん混
合ワクチン（ＭＲワクチン）、風しん（単独）ワクチン
◆助成対象の接種期限／平成26年３月31日（月）
◆助成・接種方法／
　 次のものを持参の上、市内の予防接種実施医療機関
に事前に予約してから接種してください。
◆持参するもの／健康保険証
※対象の②に該当する方は、母子健康手帳
※ ワクチンの供給不足により、妊婦の周囲の方、妊娠を希望
する方で抗体価が十分でないと確認できた方の接種を優
先していましたが、全国的なワクチン不足が回避できる
見込みとなりました。対象の方で、接種を希望される方は
市内の予防接種実施医療機関に事前に予約してから接種
してください。

　市では、今年度から20～39歳の女性を対象に大仙市
内の協力医療機関において子宮頸がん検診・卵巣腫瘍
検診を実施しています。健（検）診申し込み調べで申し
込みされた方へ「平成25年度子宮頸がん検診・卵巣腫
瘍検診（医療機関方式）通知書」を送付しています。
　申し込みをして、まだ受診していない方は早めに受
診しましょう。
◆ 対象／市内在住の20～39歳の女性の方
◆ 検診料金／2,300円（無料になる方については、以前配布
した資料を確認ください。）
◆ 検診実施期限／12月31日（火）
◆検診内容／問診、細胞検査、超音波検査（卵巣腫瘍検診）
◆ 持参するもの／①平成25年度子宮頸がん検診・卵巣
腫瘍検診（医療機関方式）通知書※紛失した方は健康増進
センターに連絡ください。②健康保険証・運転免許証な
ど本人が確認できるもの③検診料金
◆ 協力医療機関／「平成25年度子宮頸がん検診・卵巣
腫瘍検診（医療機関方式）通知書」の裏面を確認ください。

※ 休診日や診察時間が変更になるときがあります。事前に医療機
関に確認ください。

申し込みした方は早めに受診しましょう
子宮頸がん検診・卵巣腫瘍検診

テーマ 講師
うつ病の正しい理解 善本正樹さん

（精神科医）

高齢者の心の健康 中村秀男さん
（霊仙寺住職）

時の間で～やさしさとふれあうひととき～ 佐藤貞勝さん
（元県職員）

メンタルヘルスケアについて 浅沼知一さん
（臨床心理士）

コミュニケーションのとり方
産業カウンセラー
※講座により講師が
異なります。

子育てで自分の心を育てる 武田留美さん
（臨床心理士）

◆  対象／市内の団体やグループ（事業所などを除く）
※講座は１団体１回のみ
◆ 日時／11月１日（金）から平成26年２月28日（金）ま
でのうちの希望する日時

※申し込み状況により、調整する場合があります。
◆募集団体数／４団体
◆ 申し込み方法／健康増進センター中央、西部、東部
の各分室および健康増進センターに用意している
申込書に必要事項を記入し、申し込みください。

※ 申し込みの際に、下表の講座のうち受講したい講座を一つ選択
◆申込期限／12月27日（金）

無料で出前講座を行います
こころの健康講演会

DAISEN City Public Relations 2013.1121
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図書館情報BOOKsBOOKs

各図書館問い合わせ
大曲図書館　☎0187-62-1012 協和図書館　☎018-892-3830
神岡図書館　☎0187-72-2501 南外図書館　☎0187-74-2130
西仙北図書館☎0187-75-0099 仙北図書館　☎0187-69-3334
中仙図書館　☎0187-56-7200 太田図書館　☎0187-88-1119

11月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 １日・金 定例記者会見
 ２日・土 花館サケまつり
 ３日・日 第７回全日本残月花火選手権大会
 ５日・火 大仙美郷介護福祉組合正副管理

者会議
 ６日・水 大仙市議会臨時会（第１日）
  秋田県市町村協働政策会議、知

事との行政懇談会
 ８日・金 大曲商工会議所会員大会
 ９日・土 東京協和会（東京都）
 12 日・火 大仙市議会臨時会（最終日）
 13 日・水 全国市長会（～14日・東京都）
 15 日・金 大曲仙北広域市町村圏組合正副

管理者会議
 16 日・土 半道寺三世代交流会館竣工式・

祝賀会
 19 日・火 大仙市首都圏企業懇話会（東京都）
 20 日・水 花火師との意見交換会（東京都）
 22 日・金 建設工事に関する意見交換会
 23 日・土 大仙市ふるさとフェア 2013

（東京都）
 26 日・火 大仙市技能功労者表彰式
 27 日・水 大仙美郷介護福祉組合議会定例会
  大仙美郷環境事業組合議会定例会
  大曲仙北広域市町村圏組合議会

定例会
 28 日・木 第４回大仙市議会定例会（第１日）

■各図書館イベント／
【おはなし会】
大曲 11月６・13日（水）午後３時～３時30分
仙北 11月９日（土）午前10時 30分～
神岡 11月 16日（土）午前11時～
協和 11月 16日（土）午前10時～
西仙北 11月 23日（土）午前10時～11時

【どんぐり文庫　おはなし会】
太田（敬愛館）　11月 16日（土）午前９時30分～11時
■大曲図書館企画展／雑誌等リサイクル（保存期間が過ぎたもの）
期間／11月５日（火）から29日（金）まで
時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【11 月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼５日＝仙北▼
５日から７日まで＝中仙（資料整理期間）▼６日＝西仙北▼25日＝協和▼25
日から27日まで＝仙北（資料整理期間）

【12 月】▼２日＝大曲、神岡、中仙、南外、仙北、太田▼２日から４日＝協和（資料
整理期間）▼４日＝西仙北

全県500歳野球大会で始球式を行った栗林市長

市長交際費 （９月１日～ 30 日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 17 81,116 円
協 賛 2 123,600 円
弔 慰 3 210,000 円
合 計 22 414,716 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および副賞 
 　　   など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりのある
　　   方や旧市町村の功労（績）者に対する香典など

ブックスタートボランティアを募集
赤ちゃんへの絵本読み聞かせを行うブックスタート
ボランティアを募集しています。
興味のある方は、大曲図書館に連絡ください。

太田図書館のおすすめ
毎日の「結び方・しばり方」マニュアル　
　　　　       水島一誠／監修（メイツ出版）

（大曲、太田図書館所蔵あり）

　新聞や雑誌のまとめ方、ダンボール箱の
ひもの掛け方、スカーフや靴ひもの結び
方、非常時に役立つ結び方や遊びに使える
結び方など、知っているようで知らなかっ
たひもやロープの結び方を図で分かりや
すく解説してくれています。
　10月27日から11月９日までは「読書週間」です。この機会に本を読
んで結び方をマスターしてみてはいかがでしょうか。

10月
着
書
図
新 ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。

希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。

小
説
・
一
般
向
け
図
書

幼
児
・
児
童
向
け
図
書

○
お
ひ
め
さ
ま
と
カ
エ
ル
さ
ん
／

マ
ー
ゴ
ッ
ト
・
ツ
ェ
マ
ッ
ク

○
ゼ
ロ
く
ん
の
か
ち
／
エ
レ
ナ
・
デ
ル
・
ヴ
ェ
ン
ト

○
つ
ぎ
は
わ
た
し
の
ば
ん
／
い
も
と
よ
う
こ

○
に
ひ
き
の
い
た
ず
ら
こ
や
ぎ
／
松
居
ス
ー
ザ
ン

○
ど
ん
ぐ
り
カ
プ
セ
ル
／
市
川
宣
子

○
ま
ち
の
お
ば
け
ず
か
ん
／
斉
藤
洋

○
ち
ょ
う
ち
ょ
／
松
田
奈
那
子

○
ま
ち
の
じ
ど
う
し
ゃ
レ
ー
ス
／
た
し
ろ
ち
さ
と

○
ぽ
ん
こ
ち
ゃ
ん
ポ
ン
！
／
西
村
敏
雄

○
昼
田
と
ハ
ッ
コ
ウ
／
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

○
お
伊
勢
も
の
が
た
り
／
梶
よ
う
こ

○
偸
盗
の
夜
／
澤
田
ふ
じ
子

○
と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
風
太
郎
／
万
城
目
学

○
ス
ナ
ッ
ク
ち
ど
り
／
よ
し
も
と
ば
な
な

○
さ
わ
ら
び
の
譜
／
葉
室
麟

○
沈
黙
の
エ
ー
ル
／
横
関
大

○
ユ
ニ
コ
ー
ン
／
原
田
マ
ハ

○
去
年
の
冬
﹆
き
み
と
別
れ
／
中
村
文
則

○
伊
藤
く
んAtoE

／
柚
木
麻
子



介護を必要とせずに、元気に高齢期を過ごすために

♥♥♥♥いきいき広場

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030

介護予防に関する相談は各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

介護保険事務所
 からのお知らせ 住宅改修サービス受領委任事業者研修会

住宅改修サービスをより使いやすく

　住宅改修サービスは、要介護や要支援と認定され
た被保険者宅の手すりの取り付け、段差の解消など
の、小規模な改修の費用が給付される制度です。こ
のサービスは、利用者が費用の全額を自己負担し、後
日、申請することで保険給付分が払い戻される償還
払いになっています。
　大曲仙北広域市町村圏組合では、住宅改修サービ
スをより使いやすくするため、利用者が事業者に保険
給付分の受領を委任し、利用者は自己負担分（費用の１
割）のみを事業者へ支払うことで住宅改修サービスが
利用できる受領委任払いを導入しています。
※ 受領委任払いの方法や受領委任払いが行える事業者は介護
保険事務所ホームページ（http://www.oskaigonet.or.jp/）をご覧
いただくか、または介護保険事務所に問い合わせください。

住宅改修サービス受領委任事業者研修会
　受領委任払いは事業者の登録が必要です。大曲
仙北広域市町村圏組合では、登録に必要な研修を
行います。新規に受領委任払いの登録を希望する
事業者は参加ください。
◆対象／新規に受領委任払いの登録を

希望する事業者
◆日時／12月９日（月）午後２時～※２時間程度
◆会場／仙北庁舎３階大会議室
◆参加費／無料

【問い合わせ・申し込み】
 介護保険事務所保険指導班 ☎0187-86-3911
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第２期ふるさと秋田元気創造プラン
皆さんの意見をお聞かせください
　県政運営方針「第２期ふるさと
秋田元気創造プラン（仮称）」につい
て、県民の皆さんとの意見交換会
を行います。
◆日時／11月12日（火）

午後１時30分〜午後３時
◆会場／県立近代美術館
６階研修室（横手市赤坂富ケ沢62-46）
◆定員／100人
◆申込期限／11月５日（火）
【問い合わせ・申し込み】
	 仙北地域振興局地域企画課
	 ☎0187-63-5114

協和生活支援ハウス
臨時職員募集
◆対象／大型自動車運転免許を取
得している方で、安全運転に自信が
あり、高齢者介護に理解がある方
◆募集職種／デイサービス事業

送迎車運転手
◆賃金／時給1,000円※通勤手当なし
◆勤務時間／午前８時〜９時30分、
午後３時30分〜５時の１日３時間
◆雇用期間／12月１日から平成26
年３月31日まで（４カ月間）
◆選考方法／面接
◆申し込み方法／写真を貼った履
歴書と所有資格証（運転免許・介護資
格など）の写しを提出（郵送可）
◆申込期限／11月８日（金）

午後５時※必着
◆面接日時／11月13日（水）

午後２時〜
【問い合わせ・申し込み】
	 協和生活支援ハウス
	 〒019-2413	協和上淀川中嶋33
	 ☎018-881-6121

第45回全国小中学校
環境教育研究大会（秋田大会）
◆期日／11月29日（金）
【公開授業】
	 時間／午前９時25分〜11時30分
	 会場／藤木小学校、大曲南中学校
	 	内容／角間川小学校、藤木小学校、
大曲南中学校の環境教育の取り組み

【講演】
	 時間／午後３時〜４時10分
	 会場／大曲市民会館・小ホール
	 講師／中村征夫さん（水中写真家）
【問い合わせ】
○公開授業について
	 大曲南中学校	☎0187-65-2001
○講演について
	 教育指導課	☎0187-63-1111	内線340

県営船場町住宅
入居者募集
◆募集住宅／県営船場町住宅
◆募集戸数／１戸（３DK）
◆家賃／23,100円〜
◆募集期限／11月15日（金）
◆入居可能日／12月９日（月）以降
※単身入居はできません。
※申し込みにあたり、世帯の収入基準等
の条件があります。
【問い合わせ・申し込み】
	 平鹿地域振興局建築課
	 ☎0182-32-6206

自衛官候補生・
高等工科学校生徒募集
　自衛官候補生と高等工科学校生
徒を募集します。詳細は問い合わ
せください。
【自衛官候補生２次募集】
	 	対象／昭和62年４月２日から平
成８年４月１日までに生まれた
男性の方※高卒見込み含む
	 申込期限／11月22日（金）
	 試験期日／11月24日（日）
【高等工科学校生徒】
	 	対象／平成９年４月２日から平成11
年４月１日までに生まれた男性の方
	 申込期限／平成26年１月10日（金）
	 	１次試験期日／平成26年１月18
日（土）※推薦採用試験あり

【問い合わせ・申し込み】
	 自衛隊秋田地方協力本部
	 大仙地域事務所	☎0187-63-1313

食文化の素晴らしさを伝える
食農教育講演会
◆日時／11月７日（木）

午後２時15分〜３時40分
◆会場／大曲中学校体育館
◆参加費／無料
◆講師／宮島則子さん
（学習院女子大学食育アドバイザー）

◆講演テーマ／
「脳・心・からだを強く育てる」

【問い合わせ・申し込み】
	 JA秋田おばこ営農企画課
	 ☎0187-86-0883

虐待と思ったらすぐお電話を
11月は児童虐待防止推進月間です
　虐待を受け
たと思われる
子どもを見つ
けたときや出
産・子育てに
悩んだとき
はご連絡く
ださい。
	　秘密は厳
守します。
【問い合わせ・連絡】
	 児童相談所全国共通ダイヤル
	 ☎0570-064-000
	 大仙市福祉事務所（大曲庁舎内）
	 ☎0187-63-1111内線168、185

大曲の花火と地域活性化を考える
国際教養大学公開講座
　大曲の花火の魅力と地域活性化
について考えてみませんか。
◆日時／11月９日（土）

午後１時30分〜４時15分
◆会場／大曲交流センター
◆内容／講演、パネル討論
◆申し込み方法／電話、ファクス、
メールのいずれかで申し込み
【問い合わせ・申し込み】
	 国際教養大学
	 ☎018-886-5904	℻018-886-5910
	 　	cos@aiu.ac.jp
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フラワーアレンジメントを学ぶ
市民フラワーデザイン講座
◆日時／11月13日・27日（水）午後
５時〜７時※毎月第２・第４水曜日
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／無料（別途、材料代約1,500円）
【問い合わせ・申し込み】
	 NPO法人フラワーデザイン普及
	 協会	栗林さん	☎090-2270-6644

断熱改修で省エネ・快適生活
住宅エコリフォームセミナー
◆日時／11月16日（土）

午前10時30分〜11時30分
◆会場／大曲中央公民館
◆定員／20人
◆参加費／無料
◆申込期限／11月15日（金）
【問い合わせ・申し込み】
	 県生活環境部温暖化対策課
	 ☎018-860-1573

ドンパル緞
どん

帳
ちょう

の原画家
北村公正絵画展
◆期間／11月６日（水）から

17日（日）まで（11日を除く）
◆時間／午前９時〜午後５時

（17日は午後３時まで）
◆会場／中仙市民会館（ドンパル）
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 中仙市民会館（ドンパル）
	 ☎0187-56-7200

協和カラオケ同好会
第20回協和カラオケ発表大会
　歌手の山川大介さんが出演する
楽しいステージと会員の日ごろの
成果発表をぜひご覧ください。
◆日時／11月17日（日）
午前９時30分開演（午前９時開場）

◆会場／協和市民センター（和ピア）
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 協和カラオケ同好会	☎018-892-2149

ナメコの植菌とナメコ汁作り体験
参加者募集
◆対象／小学生以上の方
◆期日／11月23日（土）※小雨決行
◆集合時間／午前８時45分
◆集合場所／大台スキー場ロッジ下
◆定員／20人
◆参加費／500円
◆申込期限／11月20日（水）
◆持参するもの／軍手、昼食
【問い合わせ・申し込み】
	 太田の自然・農村資源を考える会
	（太田公民館内）	☎0187-88-1119

第43回大川西根小学校
楽器まつり演奏会
　全校児童による演奏とミュージ
カルのステージをお届けします。
◆日時／11月３日（日）
午後１時開演（午後０時30分開場）

◆会場／大曲市民会館・大ホール
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 大川西根小学校	☎0187-68-3030

墨の濃淡で描く世界をご覧ください
第８回合同水墨画作品展
◆期間／11月12日（火）から24日
（日）まで（月曜日を除く）
◆時間／午前９時〜午後４時
◆会場／産業展示館
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 女性センター	☎0187-62-1713

税金の悩みにお答えします
税理士による無料税務相談会
◆日時／11月17日（日）

午前９時30分〜午後４時
◆会場／サンクエスト大曲
【問い合わせ】
	 東北税理士会大曲支部
	 ☎0187-62-2801

小学生の力作をご覧ください
税に関する習字作品展
◆期間／11月８日（金）から

21日（木）まで
◆時間／午前９時〜午後10時
◆会場／イオンモール大曲２階

呉服の登美屋前催事場
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 税務課	☎0187-63-1111内線118

技術を身に付けよう
冬囲い（窓枠の作成）講習会
◆対象／市内在住で60歳以上の方
◆日時／11月13日（水）

午前９時30分〜午後２時
◆会場／鞠子苑
◆定員／15人
◆参加費／無料
◆申込期限／11月11日（月）
◆持参するもの／のこぎり、くぎ袋、
金づち、スキル、鉛筆※貸し出し可
【問い合わせ・申し込み】
	 大仙市シルバー人材センター
	 ☎0187-62-4343

11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です
子どもや若者が健やかに育ち、社会生活を円滑に営むことができるよう、家庭・学校・地域・企業が一体となって子ど
もや若者の育成支援に取り組みましょう。【問い合わせ】生涯学習課 内線 339

ままごはん倶楽部in太田
おむすびの会&手ぬぐい帽子作り
　おむすびを作りながらのおしゃ
べりや、手ぬぐい帽子作りを一緒
に楽しみませんか。
◆対象／子育て、孫育て中の方
◆日時／11月16日（土）

午前10時30分〜午後１時
◆会場／敬愛館（太田町太田築地古舘27）
◆参加費／200円
◆申込期限／11月12日（火）
◆持参するもの／米１合

（昼食のおむすび用）
【問い合わせ・申し込み】
	 田口さん	☎0187-88-1286
	 　	sabohana.010821@docomo.ne.jp

第７回太田北小学校舞台公演
全校音楽劇「どんぐりと山猫」
　全校児童による音楽劇をご覧く
ださい。
◆日時／11月３日（日）
午後２時開演（午後１時30分開場）

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 太田北小学校	☎0187-88-2112
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　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

INFO.EV   NTSE
月の子育てイベント情報11

【問い合わせ】 
 まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎ 0187-63-2544

○体操教室…毎週月曜日（祝日を除く）午前10時～ 、午後１時30分～
○「みんなで歌おう！」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限

サンクエスト大曲
（大曲中央保育園）
☎0187-62-5733

７日（木）
10:00～ みんなであそぼう ５日

（火）

28日（木）
10:00～ つくってあそぼう 26日

（火）
大曲交流センター
（大曲中央保育園）
☎0187-62-5733

21日（木）
10:00～ 絵本の読み聞かせ 19日

（火）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2244

19日（火）
9:30～

歯科衛生士による講話
身体計測

18日
（月）

みつば保育園
☎0187-87-7130

16日（土）
９:30～

生活発表会を
見学しよう なし

なかせんワイワイ
らんど

☎0187-56-4139
12日（火）
9:30～

歯科衛生士による講話
～みんなで歯磨き～ なし

協和保育園
☎018-892-3426

26日（火）
10:00～

歌ったり
踊ったりしよう！

25日
（月）

つきの木こども園
☎0187-73-1088

15日（金）
9:30～ 木の実で遊ぼう 14日

（木）

せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

13日（水）
9:30～

体を使って遊ぼう！
身体計測

８日
（金）

27日（水）
9:30～ 遊戯室で遊ぼう！ 22日

（金）

おおた保育園
☎0187-86-9110

13日（水）
10:00～

大型絵本の
読み聞かせ なし

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
☎0187-63-2344

（大花都市再生住宅）

５日（火）
10:30～

歯みがきしましょう
（はじめが肝心）

15日（金）
10:00～

ママのおしゃべりサロン
※申込期限／12日（火）

19日（火）
10:30～

いっしょに遊ぼう
（親子で交流を）

25日（月）
10:30～

誕生会
（11月生まれの子）

つなっこひろば
☎080-8214-8159

（西仙北中央公民館）

８日（金）
10:30～ みんなで体操

29日（金）
10:30～ お誕生日会

うさちゃんひろば
☎0187-56-7200

（中仙市民会館（ドンパル））
15日（金）
10:30～

みんなでエプロンシアターを
楽しもう

「おなかの痛くなった怪獣さん」

日時 事業名
８日（金）
13:30～

いきいきサロンインまるこ
（食べる楽しみのために重要：口腔）

16日（土）
13:30～

「みんなで歌おう！」の集い
（大きな声で、みんなスッキリ）

25日（月）
13:30～

「体操教室」と「まるこおしゃべりサロン」
（おしゃべりの話題提供：一日の身体活動量）
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外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯… 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

大仙市の行事予定
11月1日 金 ～19日 火

木7

15 金

16 土

金11／1

外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  城南堂歯科医院（仙北市）☎ 0187-54-3678
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

10 日

木14 消費生活相談室「移動相談」
■午後１時 30 分～４時■仙北ふれあい文化センター

11 月

土2

火5 ひだまりコーヒーサロン
■午後１時～３時■大川西根公民館（100 円）

12 火

9 土 第８回大仙市芸術祭「芸能発表」（～ 10 日）
■午前 10 時開演■大曲市民会館・大ホール

外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131月4
振替休日

外 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  高橋歯科医院（大曲）☎ 0187-62-5058
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～正午、午後１時～４時30分
■【家庭系ごみ】65円／10㎏【事業系ごみ】130円／10㎏日3

文化の日

13 水 中仙地域行政相談■午後１時30分～３時30分
　　　　　　　   ■中仙農村環境改善センター

19 火

水6 たんぽぽの会▶ P.11
■午前 10 時～ 11 時 30 分■大曲交流センター

17 日
外 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  高橋ひろし歯科医院（大曲）☎ 0187-63-1230
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

大人のスタイルアップ講座※申込者のみ▶ P.11
■午前 10 時～正午■はぴねす大仙

旧池田氏庭園（本家）鑑賞講座※申込者のみ▶ P.10
■午前 10 時～ 11 時■旧池田氏庭園案内所「巨洲館」集合

月18
協和地域行政相談■午前９時～正午■協和公民館峰吉川分館
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎市民相談室
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲交流センター２階教材室
西仙北地域行政相談■午前10時～正午■土川地区公民館
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

在職者・求職者スキルアップ講座（～19日）※申込者のみ▶P.10
■午前８時 30 分～午後５時■大曲地域職業訓練センター

金8
旧池田氏庭園払田分家庭園ライトアップ
「秋夜のドリームファンタジー」（〜９日）▶ P.28
■午後４時 30 分～７時 30 分（最終入場午後７時）
■旧池田氏庭園払田分家庭園
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赤や黄色に色づく池田家払田
分家の庭園がイルミネーシ
ョンのライトアップで幻想
的に浮かび上がります。
季節の彩りと光が共演する
夜の庭園。
二夜だけの夢の世界をお楽
しみください。
■�日時／11月８日（金）、９日（土）
午後４時30分〜７時30分

（最終入場午後７時）
■会場／旧池田氏庭園

払田分家庭園
【問い合わせ】
　商工観光課
　☎0187-63-1111�内線249
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ラ
イ
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今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

●編 集 発 行	 秋田県大仙市企画部総合政策課	☎0187（63）1111（代表）
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人　口 87,956 人     （-   33）

　男 41,240 人     （-   19）

　女 46,716 人 （- 14）

世帯数 31,151 世帯    （-  1）

出　生   47 人
死　亡   88 人
転　入   123 人
転　出   115 人

9/30現在※（ ）内は前月比

人口増減内訳

木
々
の
葉
が
色
づ
き
始
め
﹆
見
上
げ
る
空
が
高
く

な
り
ま
し
た
。季
節
は
秋
に
な
り
ま
し
た
▼
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
﹆芸
術
の
秋
﹆読
書
の
秋
﹆実
り
の
秋
と

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
﹆
皆
さ
ん
は
秋
と
言
え
ば
何
を

連
想
し
ま
す
か
？
。私
は
や
っ
ぱ
り
・
・
実
り
の
秋

で
す
。キ
ノ
コ
﹆サ
ン
マ
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リ
﹆サ
ツ
マ
イ
モ
﹆ナ

シ
﹆ブ
ド
ウ
な
ど
な
ど
﹆お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
な
か
﹆
特
別
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
新

米
で
す
。米
ど
こ
ろ
大
仙
市
。毎
年
﹆
市
内
の
あ
ち

こ
ち
で
稲
刈
り
が
始
ま
る
と
も
う
落
ち
着
き
ま
せ

ん
。い
つ
新
米
が
届
く
か
そ
わ
そ
わ
で
す
▼
栽
培

の
仕
方
や
流
通
・
保
存
の
技
術
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進
化
し
て
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で
も
食
べ
た
い
も
の
が
手
に
入
る
世
の
中
だ
か
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こ
そ
新
米
は
今
こ
の
時
期
し
か
食
べ
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れ
な
い
私

の
と
っ
て
お
き
の
ご
ち
そ
う
で
す
▼
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茶
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れ
た
炊
き
た
て
ほ
か
ほ
か
の
ご
飯
。新
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格
別
つ
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つ
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ー
い
香
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！
米
ど
こ
ろ
大
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市
に
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ま
れ
た
こ
と
﹆
お
米
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作
っ
て
く
れ
た
農

家
さ
ん
の
こ
と
﹆
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
へ
の
感
謝
を

込
め
て
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え
の﹁
い
た
だ
き
ま
す
！
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